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セガれ中蘭の「ホ巧 H 登録」 
文化ザは巧巧する見通しじ 


B 本 アミ t I ズ ィン ト 
マシン エ巧议を (jam 
MA } の『ビデ4ゲ—ム 
にがするなのが*じ抑ず 
る小 f を」-を：：：お》 
中山窄化た， ㈱ セダ♦义 
ンタ<フラ<ゼ义 } がた 
月卜两口、巧ザ拍のが度 


大ザ W 巧を«で，をけ 
な^を W さ、 Tvy — ム 

のコピ—ヤ J じ W 十る注 
め別が巧夕どについて说 
化巧巧やが g 巧ななどを 
巧なつた， 

これは、ひとつじは义 
化げ义化か>か W なにわ 


てネ巧円ホに括な中 
するためのが K 條閱を J 
AMMA じぶけてはどぅ 
かといゥ巧餐をれななた 
わ M かれたものでわるが • 
化 A では W 义じコピ—ヤ 
I じがしどウ法めにが巧 
しているかという阳のか 


が、 W 关にはコビ—なが 
の»ぶ丢止め坂巧みが巧 
巧のぅそ wfi わているだ 
けで、 Tvy » A の* C か 
推をなめた ''巧はま 
だ明らかじは化されてい 
ない。しか L ながら、る 


実となられでわり， こぅ 
した々なからん各巧の n 
ビ—が巧を持ら巧り2み 
してコピ—ヤ—をを滅さ 
せたい」と巧巧 L た。巧 
いで中 M ががををは 、 J 
AMWA はな巧け巧「コ 


图巧でも人ち了 V ゲ I 
ムのなみなどへのみがな 
品化が巧巧じなってきて 
わり、このはど# C が化化 
じぶづく民ホ巧ぶががを 
れる巧階に人った。 

㈱ ナムコ《本れがか、 
中村化巧巧ち}はだ：：：！* 
卜巧口、がみの乂手メ< 
力！である ㈱ バングィ《本 
なおが、山巧 W れ岛一を 
相モどって、ナムコの T 
V ゲ—ム「バックマン」 
の巧か巧をバングイが L 
S — ゲ-•ム - FL バック 
リモンスタ I 」で侵おし 


ナムコ U 化卜 ft ホ ft り 
じ问れ M 巧の TV ゲ—ム 
は「パソクマン」を巧ホ、 
卜•片じ米 W ミブド ( I 
I 巧じ(ホ凹じわける巧 
な化怕を巧め》がが 一 た 
ど L たなか TV ゲ•-ムに 


いては-: SI ゲ—ムーエ 
レクトロニクスな具】化 
されているのが一がので、 
凹内ではナムコが•とトホ 
ザス H じ太をが从乂—々 
—の-^ミ—ェ* ㈱ 一本れ 
化が、巧化かれ化 A - に 


>れたもの。 

こぅ L たな W パ—々 J 
じよる巧化ぶ拍巧は3巧 
かみわせで：•な•む ffl をが 
えると>われている。ナ 
ムコの巧の巧がかぶでは 
つ、 t /クマン J は 


ナムコつハックマン」のま作巧巧番を理由に 


巧具大手 ク、 
メ—力 I / 


ンダイを訴え 


ついては ft 卜六ザト H にか巧 T かぶお「バノクマの》がれの；でみ〇、 
ホ拍アタリ化に村しを化ン」一していろか、巧ザ气巧なをのるを巧がち 
巧ホ巧がみじ巧ぶ一して六0^»パンダィゥどゎる、すでに^叫れは)丫 


バングィとはがをいの哄 
を一が巧つとがち々の中 
L 化をご巧 W いただけク 
かつた」となつている。 
巧がじよると「バックブ 
ン」はアニメ—シヨン映 

巧の i なであり、バンダ 
ィの L 51 ゲーム 『FL 

パックリモンスダ！•は 
そのスト—り—とさ巧を 
议化しとものであり 、 W 
がで巧进、板ぶ卡るむな 
は巧が w 任巧じ当たると， 
な巧ぅから TV ゲ^ムの 
巧が s * ホをタテじぶつ 
ているピ 


な巧巧をと；'ているポ、 
今獲の化方がを目される 
ところである。 

なわホ巧でも TV ゲー 
ムが坊其化されたもので 
が化が进められている。 
ホ的ではミッドウ1 I 巧 
が n レコな《巧おお「パ 
ツクマン」}など LSI 
ゲ！ムでが巧をなぇてい 
るが、米回ホ巧じもバン 

グィのつバックリモン义 

夕|」が^して、巧が 
«ががの巧をとなつてい 
る。を闷日本凹のでおさ 
れた巧むとは巧のもので 


これまで「：ンすンビユ！ことと、このを貝会が巧 
ダ」巧巧 W 問巧などじがぶされた巧巧ゥどを巧明 
庭、また「拍化基巧」巧 Lao 

ナムコ、デ—夕、コナミエ業、 
タィト—もコビ—ザ策披露 

をなではまずみかじよることになるもの"と< 
るコピ—け巧が供をされに「第一公を年月日の登 
た。と< じ3■班、保告にな」は巧作巧のあること 
なつたセガなからは、西を"公だ - r るか巧をモ 
6が K とホ田#4たから、むことでを目をれるとこ 
巧れ TV ゲ—ム巧「ザクろで A る。 

ソン」に助 L 「巧一公荣 材化は巧ちの中で、申 
年 H 日の巧が」を文化斤請の具化めなまを巧け、 
じホ巧中であり、苦が化「まホ你の巧を」ではつ 
巧はそれを々け人れる括きッとっビデオゲ—ムの 

巧 L であると報巧された。映巧で . することを巧 

これは巧 ttTV ゲ—ムがをとするもの」と L てい 
「アストロブラスタ—-るが、これらは义化斤じ 
じ明し、同化が米国の柿よる巧示じをづくもので 
れをなであるグレムリンあり、同斤は「映一一のぎ 
社からまが惟の巧獲を巧が化ではない、とちをし 
け「なおの皆な」を中ちない B 巧巧ずる」とのを 
し巧なされた(か年 A 月 


の巧おがをさ 


をを«でが 


狂本を货で巧め 
とをなめてボベ 


著け巧9巧な巧じどで«ホホを公け 


の g が M を巧め 


のをがむは明巧しをうも 


巧义を上 


巧巧の巧化«化で TV 
—ムの*か推は確义で 
るとの方かをのめでい 


るし 


てが巧を 


ホがでが化 


ののがの 


み内の巧のや統々が併かか巧は班め 


巧巧 WTV ゲ—ム 
てはホ曲も中也に 
じなわ人みか巧い 


ているとして、丘化の千 
巧円の巧ぶが怕をホめる 
巧みがなを巧な地が巧 W 


の«餐を夕み♦ることで 
なゎじコピ1ヤーじ巧ホ 
る W 巧を A めようという 
もの••を 1* じは TV ゲ— 
ム機 XI 々—卜じ化の各 
仿々と#*一た、そ L で» 
をの中 WS ぶ度、担か賴府 
か«±などな巧で W 卜ぉ 
2とが参た。 

WM 、 中ルを M 度は rT 

V ゲ ー ムのコビ•.じつい 

てはナでじ n ピ—は*巧 
じとつてお g でみるとい 
うな崖がただめとなって 
さたが、巧がではコビ自 
ものがホ U を化の Aw を 
占めでわり、この二とは 
単じ M 內での化にとどま 
、な际めじみても H 
本の化と a える。 

MA ではが年の巧 


【著巧 tt ホ】 «セ十六 
♦著か«者又は g るち 
->< は X ちの著れ麵の発 
巧者は、その*な* S じつ 
いて«-発朽年月日の S 
又は KI 公 R 年月日の 
sg もホけることゲで ♦ 
る0 

2 «_巧巧年月日の 
stt 又は«_公«年月 B 
の&«がされている著巧 
♦じついて tt 、 これらの 
fttt じみる年月日じわい 
て■巧の巧巧又は■かの 
公>がみったものと W そ 
する。 

«セ十八条«ち+五 
♦ft _頌；ぶものな録)、 
«セ十六♦第-巧(巧 
免れザ巧日ホのを巧)又 
はな条 - w れ巧件として 


お18して行なう(は下巧、 

口本では《かおがその 
巧巧を t つたみじは甚待 
守のホ tt きは必巧ではな 
ぃ(お方ホ上義)•巧な 
の著が化がぞ A ている-1一 
巧の巧巧な巧の目めでを 
けられているものでみる。 
このうら「キ月日在が」 
は著巧みを R 化に巧がま 
たはた巧 L た日を巧«す 
るもので、この巧巧をを 
けると、反 a のない»り、 
ななされている目に巧れ 
の堯巧また U 公まかあっ 
たものと L て R » われる 
ことじむる。「巧巧」は 
化版のょうじ相ち巧の巧 
巧かを作 AL で出ホした 
巧ん：：をいい、『たま」け 


巧たをさ41•従一'でこの 

登録ををけるた A じはな 
上のよぅなホ実の a 巧が 
必ちとなる • 

っ年月 B 岳な」の美店 
上の功モは、を作 tt 訴を 
の巧のひとつの巧«《た 
だ L 反*がんれば単なる 
!巧巧)となるはか•ま 
S めじは©た a 知お、® 
保 fni 斯巧の巧《巧お、@ 
巧巧地を tt なする$呆が 
A るが、进じ言えばお方 
ホ、王巧のお M かてこ 
のを貧じよる巧巧ち巧な 
巧«いは n 待でさないと 
いうことじなる，しかし 
なから、ちおホのお無が 
明«でない巧をじは、登 
なされたことじよる「な 
a 分呆 J だけでもをま上 
巧力な汪巧力を待つこと 

















巧 M 


90 ち 


ゲ_ム 


5 曰 « 


982 年 6 月 


わ々ます t n ピ I 甚巧の 
ホ巧をち巧するメ—々1 
俩と L ては、その趣旨に 
&々を«しま A オペレ— 
ダ— H じ巧 L 、 これらの 
不利なを W 巧ナる巧巧を 
恃たゥい K りち巧なホ巧 
をわけられめと思われよ 
す C かなくと txAO メ 
ンバ—じ対しオリ：ンナル 
巧がの吊稱、モな巧化 
のみることをホ A ます。 

0 ゼロツブス•コビ 
I ぶでなく巧化〇8じつい 
て、オペレ—ターはそれ 
がを化化上の M ホ巧かか 
でみるとなまするが力を 

もつていないと思われま 

ナ《 

0 ピデォゲ—ムをが 
巧寒巧じ巧なする巧なザ 
み巧ますが、なみビデォ 
ゲ—ムの巧化向上の巧お 
巧もあり、 fV ミユ！ズメ 
ントマーケソトへの化 eg 

と巧具と L ての巧完が巧 
期めじ巧けれな、アミュ 
—ズメントへの巧彩*,を 
またがれないと巧われま 
卞〇 

当 tt をと L ましては、 
ォリンナル品の巧«のま 
まを巧斜にちぇる才べレ 
!夕^€议々に村し、現 
夹めな X リットを巧供で 
きるよう、 stt を： i で巧 
みめな拓度と村ちをも併 
せわちえいとだくことを 
むからホ巧いとします0 


けな：^と防出な 
どじ怕十るトクブをかの 
tt ろ t 本紙 M 巧历 W 一 か 
A った"が巧 AK 巧とと 
t じか年度 A ♦の反巧が 
なされ、の W を tt は••支 
化巧#の巧が*! fv •るこ 
とから W を化織じけ t る 
化とが、を#め 
にみてホぶがが A がは巧 
化して夕たことけ上か r 
た点 L と！ S つた、み NA 
U シ J — のがどな策が« 
♦ t され、シ JIO 体は巧 
ネーなむ卜こだの}とな 
ソたが、シ J — wg 中じ 
m かれたっ巧 W を」の巧 
史 U ホターな；卜阳•ゎの} 
となつた巧のが W が夕さ 
れた fi た巧がの NAO 

シ JIMtt じついての化 

wtA , た 一♦夕 
谢} ^みのり-=けで巧 
巧巧♦じ巧化した义 
氏が«かをれたっまた W 
巧巧•だ化 W お化技のお 
«巧•氏ーグイサンか ♦ 
肋}がが化 L 巧けじ小倉 
か化氏ン—ェムが IM 


が、巧 A 巧1ぉぶかだが 
おの A 巧 d 化一嘴サ—ピ 

义ゲーム乂，；ン y ハ> - 

が W 化 L 议巧じぶ#，三 
氏 A A ホ巧が、そわ 
ぞれ M 化みれとことが K 
个ぃされがなされた< 
听 h り h •り巧なのを U 


な h > •一 


巧は•化を tt ; け九十内れ、 
かを《•ートーー巧、がのが 
六化であることダ報ろ 
をれた-そのぅ C を R ホ 
納が卜六れみるが•ホ W 
巧*をま 一 V ，いをが jg 入 
され夕 rJfvK " は W おと卞 

るこ v ** •たこ 





: n ビ—の 
半かが上は 


工業雲傘下による 


NAO が^ビ l 巧巧で JAMMA にがし回答と«巧 

H わアミ，—ズ乂ントの巧明を避け、-メ—な4るよ，化えているとい 
イべレ—ダ—めを ana — の MM をホることにホ巧なを巧 WL たこと 
〇}はも H ••卜だ U けで、わを化しまない」とのおじなり、いずれにせよザ 


化の>扣をはかろ）とす 
るんのであ々まナ A この 
«点からは下»申入れの 
巧じつきわ巧ぇいた L ま 
卞ク 

ち化をな，ピグオゲ— 
ムのゼロックスコビ—な 
がなちとなることじつき 
巧 A めじほとんど凶まっ 
てきたとの巧 W をもって 
わ巧ミず。ィーヵーのな 
なと開巧巧た li 讨 L オペ 
レータ1は敬巧をもつて 
わ巧、その巧 M をなるこ 
とじ ttA を巧しむんので 
U みりません。 

しかしながら吼化にわ 
いて、メ》々|ぶ巧じ衬 
,>ただ g 目めじ•ないオペ 
レ1ター定巧をいとなわ 
巧た、オペレーターがす 
祠なをこぅわる巧黄であ 
ることを W をとして巧 A 
十ることはできません C 
この化、本な巧じつきメ 
l 々 lw 度巧じつきわ押 
かせいただきたい点もあ 
〇、 W ドじつき问窝をい 
たたけれ hg いとなじま 
卡ぃ 

0 V 日ソクス•コピ 
••品のが分 wk が 、 JA 
MMA ホドのメ1々1じ 
よるんのと M きま十っコ 

ピーなが巧をされない瞄 
りィヘレ I 夕！は tt 入で 
きないわけですから 、 J 
AMMA のがの巧がをな 
わる二とじ主ゥコビ！の 


G 機と M 機を区別 

NAO 第6回理事会でメダルゲ—ム巧基巧もが M 


扫本アミ T ! * ズメ .ゾト 
オペレ—ダ 1» をへ本が 
ホみ、巧西 W を長、巧み 
NAO ) では五月十 l _ ln 、 
をち an のをなグランドホ 
テルじて巧ろ回巧まをを 
W き、 C マシン巧巧用の 
巧巧い基がや PTA 対巧 
巧の逐营巧みなどが 
矣れたはか、る巧の餐ち 
がなされ户 - 

G マシ>が巧用の取» 
いなホじついてな 、 NA 
〇の巧を巧巧を口を (« 
巧さ乂要貝艮•が水巧な 
を}と JAMMA の曲を 
き窠推ぶを；！！：をとによる 
だマ、ンンが巧を巧を法」 
で JAMMA 化から 「G 
マシンのを巧」のホ案が 
化されてわり、 NAO は 
同素案を巧巧じ 一 g さの 
巧を,を作ぶすることじ 

なつていたんの C 

同巧 f では巧を営ま 
を貞をが中也となつて巧 
ホした「巧巧な保じ风す 
る巧ホ」がまをとして巧 


化されぶ W ゲ * r た•こ 
れはさわ A て«保な巧が 
をなつ t ので、その中で 
ぃ巧をでない巧 S 9 L * が 
ぶ巧、つけられ、それ W 阱 
のか a じよる巧寒をがな 
うものと LT いる。め田 
をおぶ「ィダルゲ1ム« 
なすべて G マこ S ンと，ぃた 
うえで、この巧#をなな 
した運ちによる A«UG 
マ、ンンでけ々いとい弓 * f 
え方」であることを述べ 
た。よた同成々では巧巧 
ホの巧 W をホめるため、 

巧巧巧でのみ通用してい 
る 「 G マンン，，というづ 
巧はあえて巧用 L ていな 
い旨の巧明がみった-こ 
のほ#じよる-巧をでな 
い巧が巧, ( G マシン} 
のを《は JAMMA 巧春 
の 「 G マシンの左巧」に 
比べると大巧は同じだが、 
仏化しれ巧の巧耕を巧け 
ていることが 、 JAMM 
A のちえ方と相 A する点 
とな：^ている。この交宋 


はお U 、 さらに巧な A て 
ホの「を闷公な」 

♦ートぉじ巧 $ L 、 J 
AMMA との！！»をける 
ことに4ソた， 

一方それとと tr 化^ 
な「メグル ytwww 
«单一の素«が«巧と L 
てだ巧されたが、： J ； 化め 
な»«じゴおら中、 
WWW を tt (かシグプー 
^^•5-&じ>リ6すことじ 
なつた•これはみのを巧 
によると r が#の、イダ 
化ゲーム場进が*が」は 
その化せ W 来がががが化 


ているので、々« 

を•かめじな WL 巧れにな 
:'たなホを巧ろべ < w が 
中でム n •これ 
でん*案一•こいクことじ 
な r r いる A L か •> 化米 
の-メグルゲ—ム場«# 
巧學との M 化や、その 
wffsgs 化などは一 
切媒 W されていないもな 
わ》っ巧巧なホ」みぶ使 
JAM :5 A じが L 个/グ 
んゲ》ム機を»ホする« 
なはが「«巧«か.^を遵 
呼してる巧のぶ々 
を W 乂巧かこと、 
^5*«ザ化クどで^#が 
ム> た場を、その«聞機 
W と W ， 機 M の K 巧 、 K 
化すること——ク 
どを中し人れ々ことが W 
巧されたへ 


PT A がお 用、，：： ホ说制はみを 


骂 


A が巧明の left 巧 
準じついてはみ巧の 
わ巧なじ讨卞るお》ホが 
J 肖 t 议 W 】 」といぅん 
ので、さきはどせ A おが 
がかむにがぶした 7 NA 
〇巧 tt も鄉白ち巧 M 架」 
わよび JOU の「巧巧巧 
む巧むたる」 

1 ► W M — M —^ ■ - 0 


ン化#!度 

セ■の犀 ♦ 

イ田マ巧巧 
クでブ • W 
の n シマ M 


巧されている A これは① 
巧巧 W 巧巧の W ぶ、の A 靑 
かがじがする}牛•巧巧導 • 
ロケの一 W の WW 、 
みも夕也、®化巧 W 々用 
料金、^巧々のが W 、 
といぅ六嘴：：：からぶ r た 
もので、^が羊4化比を 
4ることでホ化されとも 
これを》4版で巧ぶし ♦ 
A ロケに巧•がすることじ 
なつた"二れとともに N 
A 〇な w 巧巧のロケでみ 
ることをち•♦ルナるれわ人 


I ミ 

S 

訓マ 

r ク 

シ 


巧八间巧#をを閒く予走 

じなつた。なわみ巧総を 

は巧び巧びじなっている 

が六ち中には阴かれるな 

达みである。 


巧が a 人 


が失？偉大であります 


よび巧巧の巧ホけ巧が、 JAPEA 
メ—々 I ロケ— ♦ン3ンへ 

のの W 時麻よりなれるた を日本を ( 
めにホるオペレ I ダ！の APEA ) では六月卜 


よびまがのな供巧の 


却みか M 巧で 


をが 

のか M 巧*:- 

して 

•る巧で A ゥ 
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の 

P 

が 

巧 

ま 



で 

出 

さ 

れ 



，し 


と申ちを 
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始道 y 


巧み巧巧 


90 ち 


ゲ _ 


9d2 ホ 6 巧 15 日 K 


A 1 めんからの！6さ) 

るコビ—が巧が化なをれ 
①コピ*^^ - I じがするな 
巧タホで巧の巧をザけた> 
の'本《化に•《本が}はも 
f >4 A 、 巧がな巧化め 
のが化み中が、 W 巧胳怕 
がボ W のなをと LC のが 
々かぇ中 M などがかみで 
あり、ねれじけしぶなず 
みないし中拍中である、 
か巧巧 S ホ巧として 
W ザ化化の巧推巧もある 
と W 巧されている。 

ホじナムコからはむ水 
4故が「が♦心などこ社じ 
がし巧か化注みで巧巧し 
化巧はぶけ中でムリ、化 
じ«巧巧がへが《阳お) 
に讨 L て..5巧巧—たもの 
かみるしと«笛。 W 上の 
はかデ—タイ—ストから 
?一巧がか«とがけ n 本ゲ 
—ム化かみ中？5の(本 
化の巧れ W 一が、コナミ 
からは小は度货かみ 
讨ダイ7巧ぶ巧ぇ供巧の 
だ X が、ダイト—からは 
W ホ弁度±から『すでじ 
闲ザがかリでインべーダ 
1じ明ずるに#•みむを* 
A てさてわりへたお•件、 
♦み二件、«ホ；件】、 
みには窗巧をが TL でい 
るものもあるが、 TV ゲ 


巧がぁった。 

W 际めがおからの 
として、まず七ボ化 
ユレンゼル助れおは 
ガれはが年丸月な 
でもが巧み、がま押ぇな 
ど巧巧： in ピ J # なの革 
化さをおめているが、目 
本からのコピ I なが 
，でいることで n 本 
巧の信讯はホ巧して 
ごこにいる入たらで 
凹柏は W ホせねばな•ゎな姑っている。 
い」と巧巧、同化の顧問 WF 化巧る 
弁 ggt であるライアソン応巧とウつた 


々令 

义命 

が除 

Jt tr 

でお 
が J . 


巧が义じ • 巧巧めなコビ 
I 巧拾の巧巧みががを巧 
ソと♦この中で闷知巧± 


なはまナ 


か T けは A わ A 
卜ゎ一かかが L > »を进 
巧や •= ゎ化抑 X などじつ 
いて檢がさむ，たみその 
化れ化のなことはこむか 
巧化みてい <ことじな 
った-組度じついでは W 
W がを地 KW じ人か ML 、 
み地 K じ地ピながを M ク 
を巧 a •そして化 KWW 
を MU 八人が&な进巧を 
M なを W 化し»みか休の 

gw じか—たる。この U か 

み化バじけか中け巧を H 
み、 M 令が巧化を M を、 
なを防出を M を，む 
供をの巧つのを H を 


めじ WW させるょぅじ卞 
る二とだと L ている•む 
おなかホ HU じを W 
の祐廿んじよリ化•ん»財 
化か»けむた 

また NAO の OK 化 W 
朱を巧 ： J — V み•：：の rt 


h が脚义もをしたはか、 
A 0 ヶじ巧ボ卞るも板な 
ども化ぶ中ることじなつ 
た"むむ M みみは•ハ：：：：中 
じ W のみがが巧ぶと W 冉 
巧化廉を巧いて化化なを 
明<予ぶじな^ごいる* 


健を訴える 


巧 M 広 
告おず 


N A 〇•か巧まがが子どもの日じ 

NAO か WW ぶ術；克レ IV は「よくでび、よ 
化け—ぶ W 化巧氏- ㈱ • < 巧べ」そし V 、、わ父 
栄巧た一け乎どもの》じさん、おのさん 、 PTA 
もなんん巧た口れの巧 W の巧》へ」「货 W ゲ—ム 


の小巧化しで、 f どもの 
遊びの乂3さとその WW 
をすか、 NA 〇な貝が舞 
かをの«を行ぶじ巧わし 


—ブ 


ン L たダィブは、でん 

树 A てのもの， 

コ—ス？1いつた人車 W 
^>」 がか k げ•ゎむてか•ぃを» 

r r 7 N 下し、《化卜ぃ、のぶおり 
ろス I 」 ール！ブーをした读、む 

いる" V 化 ♦A t むなが•けの巧化 q 


—マウス 


ぉ网巧のォべレ！ダーぉ 
巧まつて«をがホ兵-推 


の遊 MSU 

W A 本化《が 


巧て巧巧拍なの巧なを H 
化そ -r At い•マことじな《- 
方巧二+四〇にまず化 A 
田化と L て一お W が 
巧餐 fttt を」一女わ 


の♦か年 WH ぶじか 
»公 BT ホープシ •> 

HV なをホ >•€ 、⑩ 

••プ、ぶ巧— gw がみ 

• C -; ♦•レ-を wtt とし 


か世巧人とむってなかれ 
たもので、な昆を换のは 
R 、 朽枚と S の化#を 


てち才 


##目などのゲ 

讨する巧 K か薄いたみ、田れが一ふじをしも<巧 
才べターか一も换をを巧なった•これ：2 
つてなを民ホをアビ化王—巧た{がサ—どス 


中*公困す供の国で 


れ W な化 


bn 巧の 


さ号と巧« 


お H «みのち巧化«をホろぅ 比保の巧 n 地、中 A 公 
よびとのがみ^'たそうで、 W 乎がの旧 f 化 wwt : た 


枢网ホのセントラル 
ルにてをなを网与、 

n 巧 M を巧架ちはを 


K 巧な+六)；なさ 一 • 
«乂巧巧 A 巧内 
た>、ミぶ«:!巧 A 

r んぃ•，、一 ♦一一內ん g : 

B 一み'一-^•へけ♦巧 
；£をは田巧巧、 


巧なもな 


巧府乂因 


巧巧49の巧 


M ホ、みさのいる(な巧-巧で«ホし 
スタ！ン巧«たとの巧もあるが、巧が 
H み、暖アダの一巧巧巧や#お審査な 
スアィリ々ンどはぶ巧 t きわめて ffl * 
义化の巧み、であ々•今巧じわいて快 


れを巧巧す 


JIC がな议を」} 
泣がされそうも 
(公巧良おじな 
や > な«など巧 


て巧巧される方巧か 


るが巧みなどがすでに 


ほどがをめ映画 


ムを巧か化とがじ 
で、その巧鲁けを 
る巧則を巧用して 


なんて»わ 


オペレ—夕 IW ク 
g をな巧びを円巧 


夕る•曲をのれ巧巧は W 
巧を M たで A るか、ホを 

_ 拍を持たないとなつてい 

，一 DMI ちこのような巧纖巧« 
R は WWW み：®の《朱め巧え巧 U 、 な巧 
jt を进當し V いる W を*傅しク H がをを a 
、 ft な W ので巧ら g するとの rt * を持つよ 


—ム巧の M を巧を PR す 
る化みを、： S ま佈れと会 
«な化れで巧 « L た ♦ 
これけ W しのにた 
で、中々じテ I ブル巧 T 
V ゲ—ム W の本化 V みが 
の^^*をがし『祝こども 


地の历巧から巧£«巧が 
小さ<て巧むぅえ巧巧の 
6巧シ、クレージ！マウ 
ス」を夕入することじな 
ッ、今回巧 aL たもの。 
なお H 田だを，ン—ズ>、 


#面»巧はメ 


をど十 ttt ぶある 

R ザ>しい RW 


ゲ—ム巧やあな R 
ちがを h えたを W 
、またを M ホあの 












































C • 金の小觀で隹地の llttK 明 ! ！とともじ 11 んだ夕け巧 11 

写商は ■ ホ小睛の !» 巧すいた > のよろ t 、 一善下は ■ ホ ， J 
♦バックじしたちか 


化巧で財かれた困炼 AM 樣层じ 

TV 機を出品 

ABC 商会 ( 礼 《) ゲ単巧お展 
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90 号 ケ — 


9 S 2 ホ 6 ち 


- 大ぶ巧だ V ゾとことからこ 
をれをなザ wtt ずるこ- 
ムなつている。ち阳巧 


鲜巧脚がにお山の人だかり ィンへ—グ，のゲ— 

•合作"をホ壁する中国側 

巧先巧ち乎巧巧な、扮巧化化へがき、日本でヒつる。み防併は H 中を 
巧»、を！！巧 IT <卡«卜 L たことのみろテ j ブど ''ながおぶ-で中 
のわみで«2:ル巧了：>ゲーム»-ニトニ巧卜がみ巧ぶを«» 

一子 

での 
也地 
をの 

もの 
をに 
のは 


巧み巧な、 

—卜など。 W 巧は teH すけ«の巧巧に 
W 八巧か C 午後化巧で♦たよぅだ。 

人巧はお巧だが化 g ザ 近♦化のお 
K 布 

度大 f A がおで 
じ午 
Vi - •人 


巧巧♦々ぶの人 W で 


人との閒で 


びとの n むは ft 


巧のはホホに 
リ、 TV ゲ— 
て t 巧巧から 


度ぶ小的の区み」 


ホぶするチ左。#巧はを十八ホから • 
王プラザのすぐそば。 N 本巧 ffl はな { 
AO としては、ホー回が閒だ餐ぃ 


AMgIK 」 のを■集 ft 

栗巧邦が氏巧去 


をホ牢^ 


阿が- a なじ识卞るもので 
ホ♦⑩化の(シ 
3 1ホ扉み了まで}、® 
♦タザ巧一づ化 W 取巧巧 
巧 J などホ MC みをや、 
巧巧受化*など)、®^ 
故、®が集 • @E 
巧、®^巧巧巧、をの 

r ているもの。ホ 
が巧ながぶ a され 
じクリ、シ d — を 


卡ぞの巧がにわい 
例年阳かれている， 
を」は M « 白化に皮 
ゲあるなどの巧由か 


りも化な小曲がホなくな 
ることが卞巧されるなど 
の巧由から、今村は化抽 
がを，«巧巧 wk •けする 


£阳か S かを化の么 


の中巧を巧たもの 


扫持巧がなど萬本めな 
拥«ち巧の巧巧になを、 
「ショ《を肖を设を」が 


るはど"みな化，した。 なわ ABC なをは化が 
また、化なの曲が ft を本拍とする AM 巧のレ 
ら中凹人氏な府のなをもンタル•り—ス巧巧 A 才 
を巧巧れ、 L か t このシペレ—夕 I )で 、 NAO 


巧巧からは WABC 商を AM 巧聞化では、 U 本 
化 W 、 み作■やはからは ABC がをのみで、 
ぶ化巧ーゲ単独化〇本^かで一^巧巧の夕巧 
I ブル TV ゲ I ムが日本巧 TV ゲ — - 5をい 
なしてたきなぶホくつか化321た巧ホでぁ 
たも る。 ABC 巧をらはみ 
W 巧♦ン，•-•は「国か化&、巧貨巧術 >! g 巧が 


化の W 义てまで巧ないつ 
つある、わしい C そして巧 
巧などかみ入ってくるホ 
WM と t 海などの中齒一一 
ながホしずつ、上あなど 
を中むじ巧 B されつつあ 
る♦とくじ«ち江ち•ち 


クをを巧としてのせして 
いたが、 M 人の任利さと 
巧巧巧が化度で巧むなど 
を巧由じ巧な NS ビルに 
みめたものな 


ため、みゲ 1. じ常巧をいが巧到 L てい 
二、： M 十人の頓ホ巧ちのご一么0%の脚おが 
対が化ホ、 W 円卞後 K 時など多くの网巧な 
のわ f 巧じは巧つていた巧化としては憤巧 


閒 

がか NS ビ 


今年を巧の AM 、 ン 3— を*;を、基本巧が決をスムタ、 WW 拍ホ化 

(化ユニバ I ホル}、小 

み巧 M « が f 去されて成につ I ，ては、を共ル阳化夫氏(束ポ巧巧巧みなみ氏 {: M 輪化»化} 
いる哀汾 MAM シ 3 — の《に明*る11なを SIWi 化}、お皮一か、ンの旧1，1郎巧{な M 與 S 化} 


WWRK りし A たる-シ3 月セ U ) にぶづ夕 、 JA 
— 々 HA との巧 w を合 MMA 6、 JAPEA 3、 
がと： ri 卜1=:、ホタの KA 03 のが十1をから 
TBR ビルで两かれ、ンなつてわり、巧 - M をを 
9|巧巧巧«じ两卞ろ芭までじそれぞれ《がみ巧 
本めなことがらをみめるしたうえ、巧一问女をで 
ととも一一、巧本ちかじそを負を、かを貝巧も«巧 


グマー か A 々化巧< 喊扣遊 W が一 
をけ i ルザなた一れ巧•の又巧 ( XAO 一。 

「シヨ—実行委 J を設置 

を！！育巧、中村を員をなじ W しては「化巧は巧 
はのシ 3— を扫の巧巧はわない。化*でさない場 


決をされた。これな，ホザけが、阳曲をなおじ 
をが巧が间 AM ， ン31をな JAPEA のが巧 A 巧 
一#同で一元内じ巧—巧との太の > 巧巧な 
ち L 、 ち持の巧请なた違が巧化することになつと《 

|二協会「懇親会」は中止 


つて冉快めなが巧を巧めされた。その構ぶはホのはめない、③ G マシン对ムロは化のミじを化して 
るた A のっン3!ぶけをとわ〇となつた。 巧には#大惦努力する、 t らぅ J といぅことでホ 
M な」を巧也ぉせること 巧-^が氏{ ㈱ ® •二なをそれぞれの#巧巧された•をなじ人り、 
を決めた。 ナムつ}、 M を W 泣■小であることを«巧したいわよそホのとわ巧ぶ化が 


巧ホは一二$1を巧お ft 巧 
でちま培 a となった『化 
度《巧」じついてはホの 
とわ巧となつた-「た巧 
-一个 fi 曰巧をニーのをのい 
ザれかじ巧属してわり、 
を«をぉ人し、かつ巧« 


いてな、#本めに ？^JA 
MMA の度を供巧がぶを 
0をが 『 G マシンのを*」 
をかぶ中で A り、その巧 
申を诉て巧汾间 AM シ3 
1じ化む(中けを》ぉ} 
ことで♦化された。いザ 


卜曰なのみ卜 flw ら、復巧させることが« 
めは巧止(はば W ザどわ巧され一、いる。 

一 I 百中旬、新宿で一 

来をの NAO エキスポの子を発ま 


日本：，ミ-1»ズメントル」地下一巧の苗示ホ I 
十べレータ1&を -NA ルで阳值ナることをこの 
〇}では々ホー， - nw めのほど巧ホした。 

巧一间の«しじ W 夕、「巧 W な NS ビルは巧な度 
- 1回 XAO アミ"^ I ズ/ な中の L ので、今れじけ 


0 

、ンンホ♦化 ft - 
二十： H すな丸がごろ、 
ザンのた A 柬グ»ホ反西 
ヶ巧一一の卜；の*一の白モ 
で巧ち、じ十六«。東な 
巧化み。度儀は•一 - V 三 U 
白ちで巧なわれた C 
问巧は、巧和 W 十三す 
化阴巧^機«巧所じ人れ 
巧が東巧请じ S 话 L 
£十 I ホじ期巧 M なサ— 
ピス化じ#りぶ E 人を巧 
め、ぶ十 W ザ巧れ。その 
みは泣なしでオペレ—ダ 
—堯に f ホしていた&网 


1¢巧を」の》西昭化氏 


—一、——と巧なを呆巧。萬一けなわれたり 





:リ—社削化へ進出 

ホ上なぉぉで。純利益では2|8位じとどまる 


バリ—なな巧では、七 
ガわの«を巧で A るザル 
ブ&々ムスタン•ィング 
ストリ—ズ化 f 本れ二 J 
1ヨーブーが々1巧お十 


米画ま人^ク5 〇 〇発表 


米 ffl でも巧 A 巧巧など 
ブンキングが巧年発去 



が•巧と上化じ上がりは 
M となつでいろ& 

これ U ホ田のちをな控 

巧巧つフィ—すユン」 A 夕 
ィムれ巧け、 » a け}が 
巧がが w するーホ凶化人 
ビッグ^，で、夕0は技 
巧•一一日巧じ巧巧されたひ 
ランキングのわを a 日本 
の W をと问议じ巧巧トニ 
月末までにさたるれ一年 
m のみ»化化をもとにし 
たものだが、曰本の巧八口 
中巧巧巧だけをな巧じ —> 
ているのとが聞めじ、米 
田の場をホ上ぶを中わに 
順化づけるほかはぶれと 
の材比なども#位づけさ 
れるなどが八：：のな-を曲， 


巧金は*巧、 


も讨>の (TVYl 
ない一 Tl ヶ — F ゲ 
織では三卜 W とい•ブ 
ここ巧が S の巧#の 
でみるな 

V ゲ！ムな、フリソ 
で巧円といクのは、 


わる{かホ g のる因は日 
幸の々がに巧いつく巧々 
年を L 、 今ではその巧ちを 
が#けつつ A る一が、国巧 
^めじはお巧のこととされ 
。てさた•このことはナベ 
レ—ターが曰ケー，ン3ン 
巧巧をホをのじ推将して 
いくことの巧みなだえに 


た巧讲わる 


A 巧から 


でな0された t W 化のホ 
上なは八化六 f 六れ W 卜 
友巧ドル、資 g は t 度な 
旨二十六方ドル、税か# 
後がなは八 f 田六卜 A が 
ドル(このホでの wtt は 
二百卜 A 位}、仏い込み 
巧本をは一二な化卜 w が • I 
十一巧ド瓜、な《け巧凡 


:;/一 Ig 巧をキがけて 


+九巧と爲水 It を，つた 
また T タリ化の«公化で 


•3 J 7 } はホ t 巧 A 


トニぶ兰千お百十あ方ド 
ルで百！こ十を巧と，ホ h 
はにお化し、おか*-み利 
な；一巧；一干六ちの卜九巧 
ドルで A 十旧化となソた。 
ゴソトリ—プ巧の親 


であるコロムピ下«幽 

(な凹 II 育八个たに) 
を巧？ Jt め、コ々 • 1 
ラ巧(今 wftr 八 W 》 
巧いとられたたわ、今 


* 氏じ代わり巧巧事巧じ 

的場氏を巧定 

乂レ協、第3回を時がを閒き 


十一巧ド瓜、な寒け巧凡 大肤レ^ャ—巧器触(み^で阳 H 饼なを閒 
ffi 旨技+人 - M 化の一巧：2大的巧ザ王寺区、 V を、化をへかけての嘴 M 
がさたりの M なの h 年 M 义巧巧巧】ではのち下を贿ホ、化 H 卜乂 H、M 
じわける上丹巧は：一〇 •こ一0、大か•おの巧のまじ巧巧で化り供をと巧- •• 
五も％でをホ两卜泣とな \ I ♦， 化回を^みを阳さ、巧巧 
つた。向化は乂 

シンなどのィーカ|でホ ■し、>ドジヤバン}を内ぶし 
るはか、下 V 了 
ゲ J ムか X I 々 

ド.^王|れ}、 〜； 

1メー々|ーピンボ—ル •） 巧ぶぶ K 、 ル本典 •- 
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つてきた。ホな<ともとして巧ドげ巧そのみ^そて f ど t け♦の々 W じ 
ゲーム百のをニゲームた例はかなくなかつた C も化ダ^てい^た。その 
W に31下•けすることこそれらは巧 T ， けすれゴぶ**くはすでに货 m ずみの 
そ巧なにせねばならないとげダよダると丢 W じ巧ゲーホがをミニアブプ 
ことであつたと*える。巧したた A であるが、だに組み送んだんのから、 
すなわら驚♦化のゲ—ム巧め： JUW 巧は满足されお A からミニアップと L 
巧を巧ホと L て、♦用♦めなかつたよぅに H 々けらて g された t のへと# 
をか八な W の新がの«なれる•クまでのキみの»つていッと A 手ども巧を 
I—I といぅなからゲ—ム料を 

圓値下げの理由 

弓じ tt 々けろれるのが、 

いなどで巧巧め LiAF げ WL かないとし V 、はがさこれらの*«でムる A こ 


が巧ち貝として Mtt た 
ことが巧かされたはか、 
メーカ—«と L てセザ巧、 
ムスコ货ち、阴两««、 
ナムコ、な天巧、り本ゲ 
—ムから « sg ホ供が化な 
された。このの H 併をで 
は、む月のホ巧が会にわ 
ける巧貞巧遥 A ホじつい 
てもな巧されている。 

々じ立月の<5ぉでは、メ 


スコ SS 易阴巧従機から 
巧な巧巧かが巧されみと 
单巧巧貞が紹かされた。 
引なをを巧がをが閒かれ 


の W 氏が m をとな^て、 
と十六年巧#巧«巧とみ 
%がを、直个 t ホ巧み震 
か一一と fHat ぞが#なされ 
た。单を；： tsg では笑巧の 


相を化、賴巧化巧のため 
のは«や巧脚»入などが 
巧けられているか 

化斯了にけなう巧員 
な»じついては、ちいな 


戊が WM からな巧をホ W 
L でわけ、このことから 
巧夕で巧巧を〇おもをま 
ず道化 • W まで W かれた 
を U をはめ場がを W 


を巧をて用らか rL 
た f !な L め場巧は tf 合 
のじ W な义ダッフを ffi く 
などのをなをぶ L 、 巧任 
をだ胡してわり、一応の 
ぶ一が♦だ}されたかた 
らで、夕巧は巧巧委3：を 
と化みクこと二な^でい 



* な H 本巧な化 
巧中央 K 日本«小 


冉ホホを 


ん y 


今#よ口、 TV ゲ—ム 
を巧をじ巧り入れたアニ 
パ1シ3ンホ讲が子^ビ 
でかかされている。 

タィトルは r ゲ— 
ムセンターみみ1」1 U 
本テレビ巧作によ n 、 阳 
月おりか u > が axa のな 
た時から： rh み帖、た w 
NTV ホネ y 卜( M 時も 
ツト和 M 一巧、ばかレけ】 


でれ映中である 



が巧意のか巧巧を巧は L 

て、コ >ビユーグーゲー 
ムとといぅみ巧-ミ 
巧の TV ゲ I ム巧のがび 
をさらにを巧化したゲ— 
ム巧拥の中じ巧びみんだ 
t 人公が•巧いかかって 
くる「エイリアン」など 
と化絶なアクシ3ンを# 
りひろけるという 、 SF 
W 博めな巧阳となつてい 


がれ化の 


地《表示な更 


かヒロ々 a な t 黎 —W 
If ボ參«怯ホち曲むの n 
の三、なへ〇间阴一た t 
六* 0; v 、 の 、 g げ一 
巧技。 

(事巧巧な K ) 

W 犬ムンク—プライ 
ズ H モ巧が折のじ、 
C 《〇阳レ • 西 fi — ! 
の00、共山ががれ技。 

グ—ルムイト访 H な巧 


巧ホな K ホな 


〇七—〇たム 


法がの人み 


をは、あ ， C 


巧の IHCa ホレ tt そ巧ぶ♦にて 


巧壳、サ—ビス、 OP 去巧合した 

コナミ ㈱ が発足 

本な束巧、6ち一日がで 


が h : i が K 人な A の 


少が：！：化 W すをとなつている。の一六 0六一右—一 
:，こ：：；さ ！ nil t •一-ち押！！抑化を化を。 

妄蓄、束ま藥巧を統合 巧^^ I 則^ fl 、 

東京日物を設立 p 、. v お 

巧ち 


いなどで巧巧め Litt ドげ 
がムりえてん、それけか 
の理由で巧下•けホる一一は 
それなりの巧みが必 C と 
されたのでみるり 

ィンべ|グ|プ》ムけ 
ホの巧ら A みの W 看で、 
ロケ—ン3ンの巧づ爷 


WL かないとし V 、巧巧さ 
れるんのは、な尚す9の 
» a しかだわられないの 
である。 

一み，ホホ大人をがを 
として两 W されたな巧な 
み持の TV ゲ—ム议は、 
:こ一 T ツブなどにがを巧 


れらの* S で、<ンベ— 
グーブ|ムの巧じ巧リつ 
いで夕た户ど t たらをか 
夕巧サるといぅわりだ， 
しかしながら化ド•けの2 
议がみ L て yI - 5かのた 
巧でないのも«かなのだ f 


コナ、、、 H « 化-本化人 
巧、上 H 巧正はち}では 
おホならびにサ》ビス麻 
けを離任なさせ、六リ 
• H 付でコナミかを巧 W 
させた。 

コトミがな•コナ：、 

巧かの吸ホ♦サ I ビ乂 
巧を中むじ、+を化だ 


4^:4ヘレ I ダ—を化日ホ 
巧 W 化を•たもので、 
W ぶとコナ、； U 1 巧の子を 
化リこれによけコナミエ 
«はソフトの拥巧、巧を、 
が化が巧一一それぞれ巧を 


傅 A 巧巧の化 


日本物《化 f 卞化乂 W 
なかおを化でけ 、 M 
れ来なを巧巧とぶ4化の 

か日巧レシャーシステム 

«を巧つているゲ•乂巧 
t 化か ft 氏が化々とな^ 
て巧めてい<もよブで A 
る U n ナミ S • >化—^ 
なが迅巧 K •わ巧この田の 
八、行六1，一- •1 


〔ホ化ホが、巧}をがを 
• > たと巧を L た； 

これは M 化の♦をにわ 
r •ろ寒ぶ化乂にともなぅ 
もので、 AM 巧のを * Iffl 
巧•リ IK を黄巧とすろ 
:::巧レ y 卞 . ンステムと 
化かでの巧巧巧なの販ホ 
を表巧とする间社#を巧 
をを、巧をせ「か 


U 化でがおさせたも 
ぶ巧面では间ービル 
なソていた巧度を巧 


巧り#巧成 — g な JSf •一 
«市下ホが，：の九の个一 1 、 
な - HR マ > >3* s 、 a {四 
- 1 二> W 六— AWA • 、 

A か»巧ゥ 

火«1?巧か|乂»ホ乂 
£3区曲分 W 卜六の女六、 
BJJkMIA 六六0、な 
»ホれ化 ftL 
H か化 K 山口冉巧 

苗 

ミ巧 
の中- 
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①‘^/，夕：^への参加率 


な巧用 TV ブ J ムを中むとザる 
ヴ I ム7シンの巧だ面からみむな 
めじついてぶベる、」とじしよう々 
ややデ—夕 a みいが、々な》巧 
t ンターが巧扣あ十巧ホの•ザ M 
じついて巧むた余おは A 夕 sn 
さでは、夕—ム t ンタ I 」への 
お M ホ(巧扣お卜の巧の一が田 ： J 
; Hw 上そのみ«巧»をれむっむ 
人の个 ft * は t 人 n に A める化♦一 
はを议で；六 • ：一%であった•こ 
れを人 U じおさかえると、その参 
拍人 UU め f 、 巧三〇巧人と巧が 
4れ、バチン3じついての M 巧が 
お饰巧二 t •六％、 AlhwAur 、 
内む0•ゎ：-* U 度 U ない J しても、 
わが田にがけ^〇^衆レジ^—のな 
かで伯ち大さな化位をみめ6こと 
が巧らかである•なお W 調化にお 
けろ参如ぶ：人巧りのホ化がから、 
昭巧た卡风ザにわけるプ—ムたン 
ターのぶ巧規巧を«かすると巧一、 
立00巧巧となる • 

昭ぶ ft 卜四ホは M キ； JW のィン 
ベ—ブ—プ—ムのブームがわった 
ザであるが、ゾームがホ3たなむ 
プームたンタ—へのと 
巧調 C わつたようでホる•亞ホの 


巧稱だ十あ巧 r J いて问じく余 W 
M 巧 t ンターがか MU 巧® 
ついてのみ2した顯なでは、参 
二 0- • %で、巧干 kw し 
てさ、スい6•むちろん、 y — ムじ 


ンタ—のよぅむ邮ホ® «巧め W を、 
を曲ザ巧とで U 後 g の # W 
ザが S か—しぶくむることはさ巧で 
わって、*直べ<の»なるこの 
I 一つの一夕を孽 W に化わずるこ 
とはでさない A それにして b 、：* 
の W 巧巧動户化かして b 、 プーム 
たンターは相じ*い参 M 宰を椎 
かしてい么とはいえる(«1}み 


因— 


A 巧扣巧ホ ftB —) 

ザ巧 M 夕か巧と趣なのる if をの巧加ホ 



なミ 

ミ 

な 



かげれ-: 


m tt K M 

— SI 


かご，が 


③ 


'^ン—夕いへの需要の特徴 


プ—ムわンターへの*妍、 
aMIM に細かくみると、よ fBl 
か、わ -R して用らかなようじ、化 
巧めじ卡巧、卜巧の巧ホ$也 
とホる巧場で♦る。ららろん巧な 
の参規#のをは化 A J 乂さいが、 
化の巧巧は♦、 W， ィ UBl じ水し 
たバチン n などと化巧すれ U わ化 
のお WVS それはどかなくむって 
いない。つまり化がめ％わいっし 
ょじ楽しめるレソ^—でわろとい 
うことが、がホ巧供なとしてのブ 
—ム t ンタ—の；っの#!かである 
とむいえる。 

因 I では々なべた夕抑人い《ザ 
m のは AW 巧が】 wu 上》の化に、 
が W お内の巧 A をけなつむな 
がのは S 人：；の比ザ6巧巧に：•ルし 
でいる A 、」れも％6户、 W けの W 


な、{十れと W 卜化を»くと、を 
化の参なめは動人 ：：# M 
♦ sra じあまり火さむま U ない。 
しかしわ巧の巧をはこの M つの參 
议♦の巧 U 乂夕い。待に V ート化 W 
k になるとザ W だ wwk の UM め 
は€右け巧おじ巧しい•巧いわ巧 
め W を、化人な！^じつれ、 X わて一 
M 巧が U ブ！ムわンターものデく 
• J とがみ^てむ、ヴ！ムががさじ 
むつぐ4的ゎくる卜ぃ、^71スけ 


さわめて少ないことがーボされてい 
るといえようみ 

3上めなおから、ホ哄占からみ 
たプーム t ンターのな B は W らか 
でホろう•そのを一«巧れの十巧、 
二十化のトンヴ偏*からおし、ぞ 
族巧の W リわ一 J し等じよつてこ一个 
化 W 上め巧要«をいかに M 巧する 
かでみる•巧1 一 U みれホの W か、 
なかんずく巧いか性客のは巧时わ 
をがめていかじ巧持めなノドン« 
じずるかである • 


⑥ 


ン—夕一への家族需要 


いずれにしてち义が*曼わい 
かに蜗かずるかが*巧用 TV ブー 
ム機巧にとって- 3♦の乂4しむ巧 M 
じなるわけだが、これに W 法して 
余暇明巧わンタ—が明か K 卜六が 
じ巧なっぐホがみおは«ぶ«につ 
いての«な化常(を W ) もみ A と 
してみてみよう。 C れ U れ小 
の々おなか k ついて、煤抑ぶ个六 
がのーザ抑にわける來なの(ザが 
のどん"化をせでわよい)参 W 义 
巧を化#ぺースで (#46 化巧を 
なく) W なしレ b のでみる。 

この«化が W をみると、 f が合 
れ6とお： T すかレジ r—u しての 
ゲ—ム t ンターへの參拥ザ 《Aw 
のホか：^:わ化おしみめる； Mwk 
4^^拥した化巧の比ザ> けわダか^ 
%で、化の供人 M 巧が裝と比おし 
てち化の义换レジい一と比較し 
てち、きわめて化い 《#2—M 巧 
けゆんのぶ—じ) • A% の参 


识 L の化をがによる参 M で a 巧の 
a 化巧日むどのれ H にれなうク 
—スが多い A その) M 当りの平巧 
巧 W は一、立巧〇问で、年町じな 
わずと A 、 セ00円じなる巧ホの 
参 M お巧ザをみてわわずか二•一 
%で、かなのみ加ザよりわさらに 
かさくなつている • 

このようじす巧ボ巧の W リおこ 
しといつてむ巧がはさわゆて厳し 
いわけであるが、これは巧ホ巧が 
がとしてのブ—ムじンタ—の巧巧 
上、ち巧であ6とらいえる。因2 
《 H 本を2めんの M 4 と巧じ一に 
み、 r れるように、消巧が化のぶか 
、r 乂换レソト—を化をと、 r ネると、 
そのも力 U ががおよぴぶけであつ 
て、ブーム、ギ v > ノル抓け(ブ 
—ム t ンターの化、 W 巧•巧烘、 
まのゾ—ム、麻生•バ子ンコ、公 
#•牛がンノルなど}の比が U 約阳 
%じずざない。 

しかしそ rou いつてもブーム7 


シン巧巧にとって6ボ巧の開巧が 
3扭でわるとするなら、玄巧巧ま 
の開妊は巧«でわ！#けて*れないか 
fj こでホ目したいのは、ま2がを 
すようじ夕族レジ VI としての「シ 
3ツビンヴ」および「巧食」のお 
M がのなさである•これは他のぞ 
族レジ v — b まめた五十 a 白のレ 
ソヤ ー 中、一なと二はを冉めるぞ 
巧レジ i -— である•このように® 
ホを巧のなかでのシヨツピンヴや 
巧な け、 さわゆて0巧めなぞなレ 
ジ V — としてをわすつかりを巧し 
ている•とすれば巧じ巧ホ空巧に 
夕地するヴ—ム t ンタ lb 、 シヨ 
ツビンブや外さと同じ巧れの义族 
ぶを化がずることはホして不可化 
ではないはずだ•そのためじは、 
ぞ巧史巧じ巧した巧巧の品巧えわ 
执巧巧用巧わさることながら、巧 
たな視点じたった□ツーシヨン妨 
巧が不巧かである•それななホの 
一;一めむブームたンターのイメ— 
ソを巧ち巧るがしい巧おに甚づく 
□ ツーシ3ンのな阳と、がホのヤ 
ンブ«まから肤したスぺ—スぷ化、 
1 K ィスプレイ、イベントなどのソ 
フトウエアをが巧としよう， 

すでじをらわでいるようじ 、 T 
V 了—ムのぞ店のへの*化は今な 
わ一巧はおじ追拓していくであろ 
うクしかし他方で巧持巧 TV プー 
ムのホ場み巧 b みして巧あしてい 
くとはホえられない。ずでじちた 
ようじがホず助 S ま巧レジヤーに 
とつてらまちむま巧でありなける 
か6だ。しかしそのためじは、巧 
しい巧巧にたった试巧脚発と D ブ 
—シヨンのは病が不可欠であるこ 
とを巧巧しレい。 
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卜の結ち、ホおに巧ちなぶ煤を化めさせて巧きました 
が、弊化では今後コビ—が策等じは巧をの瞄えを巧し 
まして、オぺレ）夕|の皆がちにお充させて巧く予を 
でございます。 

さて、当製おは巧化独むの研究開党じよるオリジナ 
ルがおであり、これを S がで巧敝父は巧のするおおの 
W を、版壳または展示する巧なはす正热み啟化ぶ 、 H 
業所をが脚係ホ、巧作が法巧じ巧》し、巧化の正巧な 
推巧を侵きすることになります。 

就きましては、これらの巧每のないよぅをみご化な 

を賜9たくわ巧い申し A げるとともに、お巧の巧ザを 

維持し、®をな発おのなじを巧のご協力をお巧いかし 

上げます。 

昭巧五十た年六月 


アイレム株ま会社 
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〒巧 9- 03大 e 巧泉南お#町ぶ賴けがづ 
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/ジャンボ!- レーラー 



子供に夢を ms の HA 


S のす巧- 細など、 □ケーシ3ンじさ 
ク巧興的なレイタク!-ヴでさタヴク 
奇をで》巧な、巧巧の白い度をモクモク 
化してをつた〇、 S ■ち巧場度巧をの、 
ス己一一く?イツク»さや、夕□デイ巧さ 





^ りが:> ろ、 

(4 両巧肪 


一 < 


巧»さ DX 


巨し一 


90« 


h — 


982年6ち 


谢滴費支化を 

ジャ I 

I 和 


してどの巧度の*巧が支化され、 

フアミソ f レジ*-—へのお化：* 




が多く、巧麵頓度も多いわのでおる • 

にな■ずろものは、夕伽 # U 

巧いがホ巧の巧勘回巧はそぅ$<な 

いもので、ホ日常巧フでミリ—レソ 

が-.といいうる。0«リ巧ホの多く 

か«巧がここに入る•一方® S 城に 

化 a するのは、お W 穿は ft いが、#^ 


扣 tK はかなり A い頓度で活>をが 

つているもので、いわ U マニア W フ 

アミりーレジャ—といつてよかろう。 

最後にじな■ずるものは、 ♦ 

拥牵わは«时なわかむいわので、京 

族じよ&巧 ITb まだ•みしていない 

が w にあるものといえるか 


U ホ化でどの«度になつているので 

ホろうか • 

本 M 査では、それぞれの S 巧 tt 

への♦扣化>心対してその巧勤(哀 

供<化 I へのザ m そ化 g をたずわたみ 

その4^ I 化帯ちりの年 wff 巧のザ 

巧 W がが4の A ■でか U 、 これから 

を化箱 S (# 参»化«むをゆた j 

ホ帯当りのの年 n 支化0をか 

»しためが S 々の B « でれる ♦ 

AW をみると、どゆフ r ミリ—レ 

ジで—じどの巧度の*用が«われて 

いるかがわかる。化しこのなかでシ 

ョッピンブは»いて♦えるベさでみ 

ろう•までのショッビンヴは■夕 

なみお巧*となリうること15*かで 

あるが、それじ«われる《用 U いわ 

ゆる N ホの tt 用でかつて g は動そ 

のわゆの》用ではないむのが大»み 

で化ろう•ぶたみ WM 4 の M や巧— 

ピスがそこもわれたとしてら、そ 

れは化のそれぞれ M ちするみ®巧 A 

の费巧としてれ t される U ずで 

ミ。 

参 W 】化巧当りの年度史化«をみ 

ると、 A 巧のことながらじ 

ぶつ§巧$さなをかある•巧5 

13が M 支出»の乂さい W に上は 

ゆ^巧«を巧したむのであるが巧 

外がれの四六六、^00円を W 巧と 

して二な m のか 巧、 巧は旅け 

と、*速のソ y ミリ—レジャ— 

^な4*#^める*义にミ^11ルフ、 

£なス丰—とソノ—卜巧のスポ—ツ 
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白書， 82 類 

ーフア SU —レジで 一の 実態 一 


(お）余暇閱発センター 


ICKfC おな巧 


9 0み 


ケ— 


巧置 L て 


まのあるホを卿巧 


の着作巧保害を巧ホど 


—を化をおがじて裂を 


ホ京化夕叛巧巧民事を 


•ついてはが化がホ後まも 


巧巧化の保持を巧望 


れをおめ仅巧みの決をを下しました。 


、巧 化を化にお 


昭わ五十尤キ五 


し、巧巧みの申請を致してわりました化 


巧をなみ巧とが巧維持を巧うが社となしまして 


当ななおのおホ巧みはもとより 


いるみをじかいて t が正なるお巧てなわホをて 


がれ U る化との閒 


昭わる十とキわめよ〇巧壳なして 


SM の々巧の«好《が llfM £ じ巧し 
んでいるツイブの S 巧 >かみるこ 
と b 化扫してわくを—がホろう， 

け参抑#とはさ«心よるみ類 
上おの概巧かみ、ファミリーレジ 
i ^— を>える竭な心、参 W # とは動 
頓度の二つの化みから^巧贿のな 
■づけも g えることを»でかる • 
«2は、«減に参 M #、 M 軸じが M 
S - 巧は Aw なをとり、化卜««のみ 
お巧 A こ次た巧抑し位■づけた b 
のでみる♦なお ♦ «ぶ：3ムト《«の 
み W は>の参 w #> ザ m ザむな MM 
ft の WW 平均〔>«ザ • -〇 • と％、 


レのが度3でかる•これが一がサよう 
し、上位はスポ—ツ> «#-«巧々 
巧の巧動が占めてい6。これ 6U 参 
扣#その b の U あまり A くない余巧 
巧>である•しかし义庙でこれらを 
おしんでいる人«、継統めにこうし 
た巧動を巧ういわゆ么*が巧がホい 
わけである•巧じけい、/ことの場を 
a 巧 «Htt がさわ•たつて多く、わ巧 
$もとするソドミソーレジトーと 
して —c む tta を A めていることが 
みてとれる•その他の b のわ、大化 


巧荣•巧けなどは参抑ザは*いが、 
ザ閒にそれを巧0«巧はかない。巧 
にスポーッかかホ巧《はで巧の《抑 
ホはあまりな<な< てわ、それちけ 
つている人の巧®なは巧いむのが 
多い。 U 常巧な A と#只常 © PSAS 
巧* U あるが、どちらゎファミリ— 
レジで一として**だといえ6。こ 
こで U 及— { M 巧が «) の BW 、 巧 
抑平巧巧«时れの大小 J 化目してみ 
A う。 

まダ、巧巧がにみ6と、み述べた 
ようじ巧巧 •W 巧抑巧は概して巧« 
回巧 U ホいが、モれにがし、れ ft、 
ヴーム•ギVンブんをの日巧巧々 

お巧 « u 巧 A 回な U 芙くなつている々 
またスポ—ツ、»蛛 • W か U 、 は W 
网 tt のちいらのと少ないむのの iC 巧 
が巧化しているク 

巧—より、巧«时«の>いフグミ 


何みをきし止めるベ 


巧♦问»10 • ww > をとつでいる • 
じ巧»づけるならけ、间风で 
8城に性！！ずるむの：3、日な巧フ 
尸ミり I レジで一とい文を參如を 


W 

▲ 


尸ミソーレジ VI としての面さの* 
巧はがめさんでている•また义 tt で 
わラスプをホしんだた♦が二 M じも 
法している《らちろんこれ U すお内 
だけではなく、ホ«でスナックじ巧 
つたり、穿ちに巧つ C ホしんだ場を 
わさんでいる)ひ 

の平巧ぶ動因巧からをたファミリ 
I レジヤ— 

W 活»«巧のぷぃ3ァ：、ソ*レジ 


スポ—ツがけ u ® 人をが大きく巧 
W するホち巧《であるだけに、ぞな 
じよるち加ホは他め < J ^ 巧動と比べ 
概して化い。そのむかで#放がの# 
いものをとりだすと、①水み《ブ— 
ルでの】-!八--%、⑥キ V ツチボ 

I ル•巧球•因•一な、餐りこ一二 

•五％といっにところである。ここ 
ではブ J んでめ水みが冉む A いお W 
军じなっていることが巧目される々 
海水ぶ一二丸•四％よりはお M ザはか 
なり化いび、ぶホがではモ巧をつれ 
^^—ルじ斤くといぅ、」とが、子が 
を巧つす店にとって一つの欠かだな 
い<^^ほ«にむリつつある。 

巧味•況かな巧も e 人的む巧おの 
巧いみちは#であることか 6、 夕换 
じよ^0#加单は化い*お^ボのない 
わのを化ける と、© 曲ち•たいじり • 

ii 二六，一％、③星ニニ， 

ニー％、る W 巧-一二•二％、みカラス 























































GT シリーズ第 11 巧 


ザルを巧せ•ィ 


6巧巧じレ/ く一を#巧してブス 
乃ンないミ最上巧まなめ、 
タカンづルーを助けることで a 
面巧つてぃさますいバタ- 
ン 4 場面）。 レバー•巧でなん 
だり、«の巧*を a けるためし 
クヴみこ C こと巧て C ます6 
ボタンでバンチを•ウがし、巧 
ヴ;パ>巧5てくるリシ=1 
( no ると POK ) C 当 
てだり、巧巧のフ jLr - ツ 
をとつてい<と«扁 P 


西 B 本け 9 S 
R カククス 
0(06)7 が一けか 


VW —2 M 4/ I 4 イン 



9 0み 


ゲー 


5日« 


982年6巧 • 


W 内巧ゆ： iS * じが U & 巧みとか巧 

と、 J ろで！：上の！！*は采からは、 
一麻か»いてはとんどのゾ y •ニソー 
レソ PIU 平口および a * の化 H • 
夕 RIJA 中しており、 f れ W 化のホ 
巧じついて U ホ*りでていない•そ 
、しで*常の«化•巧 HW かののホの 
化なしおけるのみ巧な蘭の>0 
をなもた 化、#、—、 巧冬ののつ 
のホ»のか W がとりかけ、そこでの 
〇なと W 巧{いずれむホ族じよる】 

の参 MX 態をたずねてみた•チのな 
g を•がしにのがの7である • 

本《たの場なを u « g で、からゆ 
る•裏の ft 帯が3よれ6じめ、化り 
W 巧じ0いて U 、 W ホの S め人から 
巧をされるかなり« >た M 度と un 
む6がなじある化翁わ t い。》巧が 
•とな^た世帯のぅち、っ a 化 - H 」 
がの〇%もあり、み6じ「ろ玉つた 
化みがない」化巧が-ご 1 W しみる。 

♦， J れら一 -0 で拉沿 S 义るわけでみ 
6。巧リじ『«化一〇半」^ 

「〇一 I ご：！： a 化•一 H 」 一也％、「光 
を M 化こ B 」 ？ ： ％、『その A 」 の 
%となつている。 

い f れじしても、をむ夕め a 
巧 1 HM の化巧は•二〇%じザざない ♦ 
そのせいか、ここでとリホげ脚中 


の化 W <巧 U や nttn むましてい 
る竭をはそのなかじさわ}の B なは 

ゎっと^:^一^巧む儀 
夕みの3して化ん•た H なじついて 
心 f ねたところ、正 H かみに0いて 
22、なし(を<化まなかつたわしく 
は一日しか化ホなかった)が5 0が、 
春の rl — ルーアンウィ—ク U 巧じく 
〇%、 — W 化 K が•二％、秋の 
した化みについて US % わかつた々 
化度の雇巧ろ W かの»夕をじとって 
な、 a 常の a 化 W 巧のぶとまったけ 
w 一連化一 U ぇだ3い人が>いと 
いぅこと 4* :#*じ^が•る巧*でかる • 
その g 、 中な化 uulsu 、 因7 
の W びがで HOij 化 H 化みむ•ご la 、 
*の^|ルデンウ> - I ゥ M •じ口、 

«期を內 • 〇巧れの巧かみ一- 
fi 月と、ややはめじ度じさせる R な 
となつていち化しこれはし 
たかみなし」と巧 A た世帯わをめた 
令 ft 巧のザなでかる*この「なし」 
としむ巧#じは 一 U だけ化んだ化# 
む相ちホるはダ：か、それらむザべ 
て〇とし巧^したため、 
その意かでわやか化<巧果がでてい 
6とみられる•っなし」といウ化带 
fr 除いて ♦ *1^ した化みをとつた化 
#のみじついて^化 un 致をとる 


S フ尸ミリ<レジで1の時« 

哀 A のみお巧 « u どの A 、 っな巧に 
なされるのか•それデれの#おが蘭 
に参 M した化巧に、そめ巧動をどの 
ようむ巧じし t かを巧えてむ，わった 
ね果が囚 （ である•ょ： i ホ8 U その 
たまを夕 M 巧用运じ集かしをし、ベ 
スト十位を史べ tb のでわるク 
はとんどめをが巧贿がザ日か》か 
のか曰•巧 B ゆどららかじ集中して 
おり、それ：5かの化が仍比牵が A い 
みおが動は涯かしかない•巧#: 5、 
海水のを M いて A 巧のホロ•巧 U に 
巧中している•旅巧は！旅巧を除 
いて a 、 夏な化お(：ぞの《むち S 
な»さ*'の】が ft む f い•巧し巧け 
舟なゅフ尸ミリーレジザ|0、隹の 
っ三こリーレジト^はど巧をの時» 
じを中してわ6ず> かなりみ»して 


いることじな意すべさでみる， 

化食、ヴ—ム•子 t •、ノブルは、ザ 
日じなされる b のがかなり♦るが、 
中み a わ auA 常の味 n • 祭日で A 
る•スポーツ UV 口がよ々の化 »• 
トレ —I I ンブわよびジ3すンヴ • 7 
ラソン、—期化おの化卓が*レ水み 
《ブー.^での)、キャンプ •» 山を 
换いて、 At 3 サベて A 巧の化 B -» 
ti 中也でわ6, «味 • M 作«口け、 
ホへ化かパていくタイブの巧 

いて、 AU すべを H とな凸•な H 

の！*方なされるタイプで A るとい。 

てろ 

また、巧8から：5、0^4^人のノド 
ミソ《レジで|が、ザ〇、»化-巧 
日、$ホた、*化み、ゴ—ルーアン 
クィ—ク«にどの A ぅな tt 相じみる 
かも巧てとれる々 




ェ•: 


• IIB * ブンライス 


カラ■チップ巧用 

♦ 1グーム 10R、2 が3巧 HR, ♦巧 C タタ;レ巧用タイフ • 
•10 巧玉、又はタブル巧な入し （9 復まで巧）スター h* 
ポタンヴ巧涯し泛らポタンを巧しで下去い，■スター^- 
ポタンを押すと)レーレツ K ヴ巧*しス h ツフスイツチを 
巧すとルーレツ h- 方ンブム•ドムのいブむなのランブ 
Clt まウます，•ガンタムのランフ Clt ま rz な、その巧 
C け方ンブムは*み、ドム Clt まむば、ドム巧致だけ進 
み》す •• づンブムヴ巧 C ホ9イ bn ベース C お繼すむば 
カクーチツフ巧出ます ♦ •巧の!•さプームスーバーじな 
り巧 • K ムじビーム毎で及■さ巧泛编合、宇宙«»じ 
»1£し巧《1さ、^^ムヴホ9ィ》^べースを巧>し《»さ> 


I »0 K ♦♦巧巧 A 

ご89しで tf 、 
■ gMjW つでご«ち 


791 24129 


»入巧-»の巧は 
メ ー クックで 


実証すみ 

♦ルーレッ h の当0巧ちは5度居に巧团巧裝 
♦2 入ミ0100円、回0ちるとコケコッコーー 
と寒き、 J レーレッ h の当巧0じ止ると 
巧巧出柔可 (ク 

♦巧しく袭しい音楽 3 fl 


■け巧 

W 一 }ぶわ m 

H — 1 、 350«n 

(チント«一 
!ぶ IM 


% 

iA 


下ま IW 


, _ t *130顯巧巧 8 SSSBI 2 了百 d 香89 

^^0113 mi ③ TE し03,623-8 7 01 <巧） 

I _!__ス6意■巧- 

"14*ご巧#&ろ4 •かス&9,中巧3阳》。5了が"1ミ 
JJ •^ TaXVBTX T 巨し 03.331 *221 1(け） 




夕んヴ 




9 0そ 


ゲ— 



982年6巧 


M 

みもと、ホずけ巧 • W け 
»円は『夹«とた识」 s « をせび E 
巧めにもい • M より^れ楽や旅れ U 、 
f 供んだ々 wise としてれ巧め 
む b の4.いうことがでさよう • W か 
13巧巧がのみでホる。 

それ W ホのがので U 、 つた W と f 
供」の化なががか U リ♦いわのの、 
それはかのバターンむ f くなつて、 
ザぶが度な麥か化しでくる， *^*と 
f いの U 、 ィそゆ化の組をせ」でみ 
る々これは； tt 巧寒族の♦をのな父 • 
化がとそのぶ人した乎がの«をせ や、 
义ホ•姉化の化なけからくるものと 
みられる A «*、 f ンプん> ゴル 
ゾ、 W がホビー、けいこごとな •と、 
f が心はわかないホ人巧み w 巧®に 
これが f い。 

、 J わじ比べると、、夫！ r たけ」と 
い OA 夕—ンの余 W 巧 iiu 意外とホ 
ない • fio % wt で：3かみ w •スナ 
ックタがわるだけで A り、ご) 0 %w 
k ではこれじが t 祈««巧が 
かなり人つてい&らめとみちれる一、 
•ン J ゾビ V ヴ、バすン rr 々ライク、 
oaf 大工、 W で •« いじりが w わる A 
大かじおい y » 化巧レジた—と 一» 
の«味な♦じ W らわてか U 、 だ巧- 
W がスポーツのみ»で23さわめて 
かない • W なのわが w じがいては、 
乂4«はの余巧な41のょめ&比 gu 
A だ概しるいといつてよいので a 
ないだろクか ♦ 

まむ、 ♦? じ化6よ>じ、巧«と 
f 供のレ ： vy — ではスポ—ツりヴー 
ム、ホビーじが ><、れ親と 
供のしジ V — で U 、 ホ化やれ*巧の 
レジ参 w が多いこと b 化月サ 
ベタ•たろ i 

か参»騎期から見たフごぐリーレ 
ジャ1 


とむ J ている•こわからみてわ、こ 
の巧ぶ UAf 餐聲むかぶとみて A い 
よ^^>でホる。 

A 4より、ノド ミり— レジド！支 
化 W のが巧«ぶをみでみ^。を W 
«ザ巧じなおザム、やはり碧 C だ化 
が^ろいの口がな-«むで*! ご：、 
〇と•方円、ホいでななの闲 ぶ、六 •】 
む阿で、 r のみホの M 心は©^*火さ 
な巧がホる。しかしソ y ミ U — レジ 
VI をが巧化からみる化巧か意 
外^夕な比■をなってい6ことが 
•ホ H されよク•巧 J 、 化み W •スト 
ソク•ツ-ノブ•ディスみ巧た 
S 年巧巧な ど、 どち•わじしてん W 
身でのみ巧巧 W とみられがらでれる 
が、ホ M ク R 々む族じよる wff 
»^3: i + c ^ lt いことがみて i れる♦ 
ミたホ ー.， q パーティのど扣3 
に乂さく、れ食レ♦シ VI のなか 
がぶ貨の占める比 gu ♦ホ食$み 
でなくその A のみ»でも、ネ 
A 無がでさむくなるからしれむい • 

をホ香ザかの7^*ミリーレ：ンザ| 
お巧に冉ゆる fi つの«口のシ 
助4で水した•巧巧•がけはノ P こ 
リ—レジで一ゆお化の約お W を 
A め、か A は二冉を A める A スポー 
ソと»味 • 5* UA « みねだ C 田み 
の^強を卜いめるとい^たところであ 
る•プ I ム•ギがンブルけ«人のは 
衍のない g 巧 A でみるため、京换 
ng の gwff のの％巧《し g め 
むい•なわ、化*と旅だをわけ6と、 


巧ホの 


化*と|| 

r 


旅れと！、 


六及内で、间なな少なく C わが W た 
化*で U やはり旅朽め方が a るかに 
乂 i * L い。«巧だけで J 户ミリーレ 
ソた化 W の一•こ％もぶめる 

• JJ . し.：>6み 

W 家族參 W バタ—ンから见たファ 
ミジ-•レジヤ— 

、 JC 6 の余«用 •：？ どのよぅな家 
«の«なせじよってなされているか ♦ 
b らろんこれ aw 巧なめで族卿ぶじ 
よっ|^<;^をむ夕れる*しかし余 
«巧 A の M からみれな、それぞれの 
♦ il 巧蘭じよってチれ L 参 M ホる家 
K バタ—ンじ U わゆずから巧•：がで 
ミるといぅことであるク 
风5はそわずれの ♦!! は > じ ♦M 
しむ世の、そのが M もしたとろの 
末 K の«をだた7ル y 尸ン巧 Jew 
答してもらった化*でホる • A た、 

巧 8 a その M 巧た g を X 换ゆ組をゼ 
W じ rtn かし〜べ乂トトじ IT へた 
わのてみ 6* 


巧みむ«用が大さい。 

しかし、これ6はそれぞれのみ巧 
巧«じお如した化带のザかず化なご 
あるから、夕如をのかないは S 
でら«用がみけれげチのまえな I くで 
ている。そこで夕 M 化がれといぅ規 
巧むそ W にいれた、いれな田にのホ 
か巧た化のなかでの备ぷめ58円扣め 
比重を比 M するためじ、ホを W 巧巧 
わさめむを巧巧平むの年閒だ化 tt の 
多いむのから順に旧でおし心のが、 

团3であり、表6はテのベストトは 
である。 

これをみると、夕 W 化巧4リでは 
ずばめけレち化巧の巧外ぶけむ、安 
伽やは化い t め、一#巧ち U で U 1 
;、一八元円とさわめて少なくなる。 
しかしホ6でわかるムクじ、それで 
わををおは»巧扫中な五化のたささ 
である。そして国み巧けがを世巧ザ 
巧で、；二四、式こ M 円と巧；化、网 
じ < ww がわが巧なと、岛民巧巧 
を W からみてむ巧け明途の消»支化 
がファ三ソ|レジ 5.— ぶ«で化のさ 
ねゆてながみめてい6こと 
レは巧りがない。まじドぅィブ、海 
木ぶといつたれ来聞なの巧«ぞ化ら 
予巧 W 上に規巧が火さいことが明6 
かじなろ-〇。 

巧6からわう一つは目されるのは、 
二な升食、の化かみ巧•スナック • 
クラブ，デイス n というように、か 
を巧がめをお巧«のぶ ff 艾化ぶ横が 


>こ -J 

ご ill 


M - 

己 U 


IT". 

一量 

iiil 


fftw とじたさくなることで化る* 
が«の} H か6みれけ、フ尸ミリ—レ 
ソ P — の大さなぶみが旅扣、巧巧、 
化食じ两遽する«城じよって A めら 
れることじむ6。 

5 f 化々ず巧のフごこりーレジャ 
!巧《で化«巧 

ホ4より、る々のファミリーレジ 
ザ|への支化«を读みとけた一巧帯 
サ巧のザ》巧 gt 化 tta ニニ八、九 
•五八円とな> ている r ノ3ツビンブ 
の«用は»いている】•ちなみじ 
巧巧ホか調»に A J て W 扣 fi 卜ぶ巧 
のレジ*"—舟»夕化{ここでのレソ 
とお f « w が異なるし 、V 
换表巧 W 好の■人の♦お巧 ftw 期 b 
入っているので単：*な化 « u でさ a 
いが一をみ6と、又ヒ f 、 Ho 人円 


ご M M ご♦:? I 

晋 M 賣雲 r 
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メダルゲーム巧の巧5な》じつさましては r / グルゲーム4«夕基か J をホってご使巧下さい, 


进化 
互 口 

平ホは格巧の引で:を巧リ、巧<お化申し上げまず • 

巧を巧 ff 堯巧中のビデオゲーム 巧 、 r ユニオングイ义（ビデオ大 
小ゲーム） J は、巧化が巧巧したオリジ十ル餐なであウまナ • 巧っ 
てこの A 械を無 R で巧なまたは、こむじ«れする巧品として、お造 • 
改な • tt ホ-な:を • A おする♦の斤♦を卞ること ft びこれらの な« 
をな巧して巧！!することは、看ホホま、エ*巧有«ま、す正巧を巧 
止を巧に巧おし并社の正当な«執を ft » することじなります ♦ 
つきましては、これらの6♦のないよう巧々じごを*»り*#の 
秩巧:のな待、健をな発 S のために巧巧のご»力をお*い申し上げま 
す> 

なお方一、&反斤♦があったみをは、#巧は«苗たる度巧で巧 A 
する巧巧でございまナので、ここにおなら甘いたします • 

巧巧巧竿 5 月 

巧ま会な日本商ぞ 
巧* R 巧巧小川を巧 


S ミ啟 


90A 


ゲ— 


932年6月 


#化の夕が#、冉未のお W 度巧 


ベるように巧在の参 M 率と巧来の参 
かをまホを比かずると接をがと1*^ゎ 
つていもわのが f く、 巧を巧の*い 


なじ巧9の EM の！！なみ巧比巧をみ 
ればわかるように、巧化これらの巧 
みを家族で巧しんでいる巧なゆなな 
ホ奇ホは W が巧と化べ A いむのがホ 


ug く、 そのニープ«依巧としでな 
いらのがみるとみられよう • 

次にを目されるのが、巧 ホ レジ V 
—としての ビク 11 ック •八 イキンヴ 
などで化る- c れむ巧在の お »#が 
度いと巧かじ、巧来ゆ > M み巧幸が 
それな上じ*くなっている♦ぶ 9 じ 
よつてむ、巧な参如している巧嫌ゆ 
機な餐巧牵 t 八％、巧ホ参 M してい 
むい世巧の tt 巧み 远巧 一二一一 IW と、 M 
の旅 わじ似て 巧ち とむ ft い♦持に 《 
巧ホち李が田み«巧に次いで A いこ 


巧化の参 S 巧と巧来の > MA 巧 ♦ 
比をとって、#乘の度 ft 巧の& 


があるのは*夕でホる。ここ I I 、ご一 
巧》がかけの》びにはかげりがでて 
夕てい6が、これからみる$なな 
お巧 K の乂«ホるいは子なづれ V 巧 
などの«しいタイブの*|*化がが化 
ちじでてくる巧 tt 化がある • 

ホいでぶ ft 巧が* く化ているのが、 
スキ--、«巧ホビーといつた、規巧 
すがで楽しむ人がかなリ历6れてい 
る巧»である。#みとわ規肺し 
ている人統けたいという18 
統#がろわめて A いことに拥えて、 

«たじやつてみたいという姑 
ちじいる•これ6广みいて、 SI 卡巧、 


い♦といぅことは、すなでこれら t 
がしむ人：3ホれでわそうした人«さ 
わめて史 W 度が A < 、フこソーレ 
:ン^.—として重—な«—4^8をぇ、^'れ 
ているむのが>いことが示している 


もやるタイノの^巧勸、がみに 
てらただ»巧といつて W るだけで 
く、そこで何かを楽しむといつた 
イプの巧みの化 g ほがホくなつて 


では—を上丈わるものが现ホ wt に 
5<^»*3の>い巧鶴、|&ドょわる 
むのが现 A ょりむ参 WA 巧の少ない 
は動になる々 

、•一ぅした巧«の方ぶでは、>ホの 
参 M 巧に比しる来の 度 3 寒め* い 
b ゆの巧»が A くむるかろ、风 9 fr 
みると功せチれはど}一*巧でされてい 
ないホな巧«で巧 A 辛が上化に<る 
らゆがホくむっている • 

まダさわだって*いのなれ 
である•こぅした U 查で海か旅だの 
ホ巧辛が*<なるのはな度のことで 
あるが、それじしても t 族のみ«巧 
♦として 海奸がれにこれ U どの§ 




ちいスタッフと«白のを百で葉巧のニースに爸えます！ 


ルデンウでーク、二-丸0、、を期を 
五•田□、かの ws した化みで$ 
のわの；二••一日となる A 
と b かく «さ手の*化おという 
巧巧からみると、正 H 化みが巧期化 
がを日巧で t まわり、巧わを巧な化 
みだとい〇ことになる。これ U 化巧 
化みの巧な、化がのもがが • swk 
の連なした化みをとるという、しとに 
よる•これに讨し a 朋かお U 、 むし 


巧が-一 a むあるが、これを除いた 
巧した：を巧た K 巧のぞ巧化お 
巧は上にみたよぅじお•の〇で、 

月化みのむ•八日とあまり巧6む 
ち期化おとしては S 巧であるとい 

るか 

次： J これらの化おにわける0« 
れホの巧«夕巧でわるが、凶 7 の 
が示すふうに、 UW リ巧*じむつ 
世巧の比巧では正月かみ(六丸％) 


をかとして U かなり •し 主されめじ内 
ホじねけて M い3&をとつてい 
る -1 •户、そのたか度期の旅けが 
すること«不4能で A るが、时»の 
义换旅が旅が^ゆ一をかな 
りの比> の巧帯が宾巧している こと、 
ホむ H « りれホが巧巧じけつている 
こと ♦を巧鶴夕る、 J とがでろ も。 

5 ファミリ—レジャ—の今巧の方 

か 

W 巧朱の参 SA 巧中 

今ホ U どの A ぅなみ«巧>が、< 
族で巧しむ^巧•少して3まわて 
いるでみろクれ • 

ぶ 9 UA みが巧 A の巧ホの 
とク«め参 W ♦巧率をぶしたらの、 

风8 U それを内で、ルしたむのでみる* 
A たこれらのれ无か、ミ W ♦巧♦の 
A い b の t 化卜化もとりだしたゆが 
ぶ WC ♦る • 

、 Jh もみると、 WA の4^5♦み M 


じく巧来のお WA 巧ホじついてわ化 
ザが A いのはれ表•家がと M 食のみ 
巧に«するな巧•で、スポ—ツ、任 
# • *£、ヴ—ム•ギ V 、ノノルの« 
巧 « a を化とし•か任い • 
#じかだつのは、 U 巧が巧への ♦ 
巧《がさわめて A い、」とで、 W 巧ゆ 
♦••二 W (卜化】じがし、 ft 巧 
<4と丸％でトップめじな3て 
い 6* M 94 みてら、巧化のみ如 tt 
♦の MM ♦巧ザ、 WIW していな 
い ft 帯め巧«と6じ A い • W 
巧の stt 帯に A めム uttA 巧世带 
の比 《 AAW 、 度化ゆが參如化带心 
みめる W ぶ*巧世帯め比巧田 
ろわにをみ取巧♦中い化辛で 
A &， W 柏&中す代に入つで—入お 
の不振 b みつて、 田 AK 化«巧は 
it * あかでわをといわれるが、«と 
のの*からみてフ y ミリ—レソ V — 
.0し€ゅ3^*^け：^幻ザろ化|<づけ 


が»むをい。これ U がむうでぐ年め 
まいりも巧がのなかに巧めているた 
めで、问闽饼の H 巧 U 巧巧 wtt をみ 
てむ化 H 化みび*〇ホくむ^ている々 
どららにしてむ、化巧化みというら 
のが UC の曲で b 化がとして 
さむつ L イトを持つと间ま 
とをこでめれホぶ»、つよりかじ化 
ホくことは巧巧であるとい勺ことが 
でさよう。#の玄でがかじと 
いう a ホとはかな U 巧なるみ-に 
なつているようじなわれる • 

しかし旅れ巧か^ついてみると、 
かが ； Jt >心化巧の比ザで C 午巧« 
れ=1«でむ宙巧化«が«^;>4<さた风 
7の W 胤】 A 义巧旅けという•化では 
な稱かおがだだといえる•化 
しあ：：：化-5も••扭％のか巧がを •• f - 
;こ8のす巧旅巧に巧ってわり正け化 
みにわける化巧巧^-:^巧话である。 

こうしたが巧から、れが田で uft 
期れ«がまピー》化しむいががで、 


朱糸を見つめ«かな ttfg を a ける 
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Nichibutsu 


遊びを見っめる、時代を見っめる 

'かち J と巧」この2つは、ち巧ヴら人*なをの上に、义夕<た»しろっ 
てさミした。巧らしい H 巧がの情巧をつ < y 出し、又その«巧ヴ巧夕 
むと isi むを a 巧させ.巧たなかおへと進*してさ*した。その中で"* 

び， は巧方【こ巧ソな<た■を S え、その巧パそ巧 a ブけるをのとしてを0 
じいたってい5す。巧在> エレクト日ニクス巧けホ巧え、*3び"の菌ち义 
さ<爱巧し、し SI •マイク〇プロセッサーなどの巧巧でゲームマシンもホ巧 
をお巧し > そのなザ y は* t 々 g の世>へ導>つつ巧ソ*す。一をく巧逢巧 
巧を巧毎したニチフシはこれからを巧巧の巧のる W ををお g けしていを S 
で。ご巧 B いただいており*す巧«マージャン • 五目なろぺじクづいて夕 
をみ、よろし<お»い安し上げタブ。 


〇 




^ Nichibutsu 

J 曰巧物巧祝な B れ 

な义巧巧化区ス巧了呂 12 香 9 ろ 
TEL. (06) 353-521 1 く代）〒 530 
TELEX 523-6S91 NCBCO し J 


麵巧章禱 


(zmnmff S 龜 巧: ■■RS 了頁6聲« ル〇 4 ミこ 

•1 厕 掌* W «■巧大 SQ3 了 94 看巧 9 ゃ♦とピ、 • ^ ft 、 • ： こ 三3 
• 一， •《 •いか 

化 1 HVSK 化 d 巧*巧2了 g 14*21 S BM ピル〇 ノ •'- 


« a 巧: 


UX LTD 
: H«VT$U (UM3PC 


« a 巧11$8簿多 irg 4,4 •巧卞ノウタピ C ♦ン 
ム■(巧 C 巧* se 本權ル巧巧15番 1*8 号 O C の） 
な巧がで巧 sttACiwv な巧 eAOkiKwsoaiiu 

mix 

p 巧 MXvt^tfMPT か RQ CUBirr が t mjM & BBfU 


PN >9 fUHSTrtl£S 巧 ! tCmMc GfAMmy TEL 




:-ツ•ェ 


バ ノ々ウ〇ヴご人•巧巧 tf ご一 4 

ご flat 夕 


TEL( 06)946-018 


7 ツクスサ — ビス (♦) 

MAr 

MAX ， なか / に E CORP. 


X 巧巧 X £ 巧木 STT 含巧看 tt 


MASS 甲が AfllilfitnfS 
なルかりけか 
參«6ぶけ n 巧 AU レソ*—ブ-ビス 

s«>ft 巧»を liiTflJoi ’ 

T ら U 必と! S 



巧みは巧 


90* 勺 - 


が2が月 


つたわゆとして、巧4巧 ( 
とブーム(•六•八 
#けられる。》#巧じつい 
年来のをブームが本ホじ入 


てむ W かじ一?巧が巧ぶ 


や化力をちずるスボ 
かみ巧の巧巧みじ、 


J では爸巧}。 

巧巧ぶ十六 年の 因 民がち 巧 {を 目 • 
s «) は二四 A ホぶ、兰一二となのと 
ご ており、 本ホの余がホ « a 、 


スポ—ツ 用ぶ、 ♦&« 巧を中む^し 
た WWU 八-六％ 1 P とむ り、、 で 
む糸なホ«は»化が比較めゆるやか 
であった。 

昭巧直十六ザのみ«ホ«のか a を 
まとめるとホの*リである 一#じ> 
说•ここではさな％ 


W 《I 〇 • 二％«}ゎ巧1|でホった 
スポ—ッでけ近年のブームをな^し 
て、スポーツ祖および用兵が前ザじ 
^^^♦夫«じ>びたほか、«久>れ 


の半が、ノブル » c じついては、ま 
くじの WMb ホって、巧年化巧の順 
n じ伸ぴてさたが、«扣お卡六ザに 
は、：•五％«ミ W な W 化がみだ 
ちこれは、ま<じめ伴び«みに W 
又て、公#義化についてむ、«2|、 


スじら M 化 M かがみられるなど 
づれむ*わなかつたこと：&4<夕 


人気が«巧し、巧属じ推移しじ 


ホ»からたメラが g かったが、：•巧 
の oru 実现ホ巧め A タリを 反！^ して、 
巧 WIIK が、ぶむ K 化環境が成の大 
さむ 1 MK としてを 翁した め ！^、 M 
木^さく ♦び f 
$み w ホ•一..ぶさなシエドを巧つ 
な麵、つ夕みいかよび—貪は、それ 
ぞれ一ぶ •四 W か6 1 0 •及 w 、< r - 
八が からぶ • 0%および 二 あ•六 W 
から•丸•ぶ％へといづれを年じ 
化べ W 勢が 犬！！ に M 化した♦み«ホ 
竭で是火のシ1ア (1 二方 - Aw 】 を 
符 つ#>で U 、 奉、ガソ ソン お 
A び 巧 {，二^ながて#動の 
六 A がを A める》レおいて>びが大 
K に滅ホしたが、 K 巧 tw しては、 


としでは】£ •丸成の伸びで 
かり、その中では丰づ<リめれザ« 

編巧手さ♦ゆ♦び艾夕かった • 

またが A じついては、テレビマン巧 
のキ V クブタしたブラスチブ 
クをアルが二化をの伴び ft みせたわ 
のの、その M のな日があわなかった 
こと b ♦り、をがとして tt 、 ご一--〇 


—ムについては、麻1が«か10« 
の*及に件ない丈 W 口の巧巧人：：が 
W 少したことわみ U 、 こなが m の 
の«化からついじ巧かじがじた 
わのの、化十年化に人リたぷを«け 
ていたバチン品 W 巧の巧力ら 
みり、大«じした • 

做シ I アが小さくをボ竭か体の 
鶴巧^^^ぉザるはどでぶなぃが、ス 


曲の、 穿とらじ昨年に化べ闷嶺の 
ホしがみえ、それじとわなって旅巧 
巧八ン b 巧綱であった•つ夕みいに 
ついては、 U 本#を除く巧«が W — 
な♦ぴ&みだたが、淸 W れかは拍巧 
らの«がみる♦また、 U -4 巧はこれ 
までの滅ホかせなかっ 
た •« 貧 度け で U 、 レ 3— ドがた：® 
ったほか、巧 IMT るや人♦料が 
沖び tt んだこともみ 
の 1 P 妨ザがかなり W 化したが、 V 
H が昨年じかさなさ巧<し、ステ 
3の • 》じ OM 度めみしがみられ 
ことから二 OW あい W びをみがむ 


わしこれをがとずれば、が巧で ， P 
かをずるタイプのがまじ巧ががな 
こと、フアこ、リ—レソトーとして 
はま力じなつていないがかなり抓® 


设の方向としてな：34ベさであミ 


第2章昭か^^年余ぉ巿巧ぉ計 


あ十六年のみおボ巧規模め化 
巧は、一二五ホぶ、六た 0* 巧で、昭 
巧あ十五年の一二一ーホ1、 I 1八置な円 
じ化«して一0•た％のかびをがし 
ているが、§五十五年における巧 
前年ゆび巧一 f I •也％に化 g すると、 


ている々また、闭年のを旧巧巧がの 
巧 k 成 《 H 本巧 f * r へ)わな 
W 年比の•た％増と？！？ぶ》化の♦び 


巧年のほ脚6わが W で化の二网 • 
%を占めるじまつている。本年に 
けるみお巧巧の巧篇キ比一0•セ 
の♦ぴは、国お巧を巧あ • A % ( 
前年化)民 m 巧《ぞ化丘•二％ ( 
巧年比)の》びのいずれをら上白 


■ ■ 
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Sf 巧)^ 錠ちガ，ぶシクーブちィがブ違某 


を • 抗止 ■«» ■が 


る 巧ち巧が夕西运巧巧^ こ、，2巧なはク 《) か7バスペ巧） 

* J * 巧•で■、て<?1を3 — W — M 巧な〇い （ W 1>0?4 がけ巧） 
X 巧巧着のホ•巧の巧を一ろ一3 «巧〇6(334)&の1(け！!） 
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1をて 1巧をとメダル貸出しができるマルチ•ホツバーがデイスペンサー •> 

SIM セガ•両替機 参デジタル • ゴラー•メツセーシで 

[Em DISPENSER (だ;4 ュン; こ） 一。一巧气すば t 一子ミ，_ 


♦巧■でスビーブィーな巧 WIR 扣概 

««!度を K る R 機稱の纖削樣は、 M 時じ度* 

im 9< U 巧 H 、 ニセむ、 a 似 A 等ので正巧用を* 
をにシャットアウトしさす。 

•巧単でスムーズな紙 K 巧入 

巧 ff 巧入は午円化、五 VA 化、ともじ9、裏 、 ft 
ホ4方ホに ft け入れますので、か巧♦じとまどい 
がわりません。 

♦ひと A でわかる作16な巧 

6381のイン•アウトメー少一じより巧 W 、 るぴ 
メダルの费おし巧巧ダひと A でわかりますのでメ 
ンチナンスが巧ホじ妻じなりミした A 
♦メモリー•バックアップ方ホで 

利巧♦とのトラブルを W 消 
巧 KR じ万一、冉1、 ■» 切等がみつても巧 S の 
を表ホしますので利用*とのトラブルが R げ 
ます。 


参デジ少ル•ゴラー•メッセーシで 

典度儀巧みすばや<巧见 
a イン切れ、3インシュート • トラブル等 、で一 
け B じ具*ゲおた時、夕の■巧♦テグタル表ホし 
ますので、すげやく巧 g でさます。 

•& をせ方いろいろのマルチ • ホッパー 
«せ g ホッパー ♦ 2個巧■してわりえすので、 
いろいろな»♦せがた来、ご希 SB じブッチした 
«い方が出来ます。 

オプシ*ン仕« 

(巧が巧） （ホッバ — R 巧） 
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巧） 
巧な« 


巧 巧 

¥ し000吟 ¥100 x 10 巧 
¥500#¥100 X 5巧 
¥ 100 # パ Ox 2 巧 


y し000今 V 100 x 10 佑 
V 5«#¥ l 00 x 5狂 
VIOO 峰 ViOxiOtt 

¥KOOO#¥lOOxtOtt 
¥500^¥ l 00 x 5 tt 
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好 R 発巧中 


サブ D ック -30 

ダーム史上初のげ挙' 
ついじべールをめいだ世界初の 

3 -D VIDEO GAME 

立体ビデオ • ダーム 

プレイヤーをとりこじする迫真のながプレイ 
おと巧から巧巧して< る巧を*巧し、司令*をちえ/ 
ダイナミックな找 M * •面ダき由に 
えらべるデュアル • シーン方ま 
まった < 巧しいシステムを採巧した 
3 面巧的な体ビデオ-ゲーム。 

^ 一- •、♦ま目のデビュー 


アップライト，タイプもホ 


982キ6月 


9 0号 


勺 - 


* サブ a ック —3D ♦はホをなセガ•エン 
夕—プラィゼスとの下««巧業巧式をせとの 
共巧 M 巧じよる世界巧のながビデオ•ゲ—ム 
です。 







巧巧シスチム*ホ»ボ巧（カタカナ、アルフ 
なきも同時に表示）じ J 〇操け手) p が巧ホさ 
at じ巧が n 単じ曲寒まず，又、イル 
シ a ン巧ミもバツグンです. 


一は化のゲ 
巧巧でしかも泣がか 
上げが*られる不巧 



<太け巧) 


巧療@6^巧口浸想廊す霉 
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SCO TRUING CO.,INC. 

株式を社 ぶスゴ JTA 
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エスコちるは巧しいレジャーシステムを全世巧に供給し統けています。 

Still the Leader in the World wide 
Distribution of the Newest in Leisure System 


® 金巧-ギヤ 
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7、ウインブルドン感党•グ 


作なたの運勢を占し 
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いうもの。フ义 T - は、今ザ巧六卜どのア—ケ J •ドゲ—ム 


化は化 H 、 を回を巧え巧月十の n から 
巧公 W されること M 十一-一口まで巧かれたが、 
ている A 今固は出度 t れにがして 
映^の八ム聞を後じ無巧コピー品の»巧がを 
化はディズニープの板のみが朽なわれるな 
けいし、まずミソど化巧の多いものじなソた。 


と小がかれ織ゲ扣わつ 
W 閑された。化拓れの 
ち讀も乂きいのはザッ 
リアれ f ホれボロ—二 
ブリオ.ザッカリアれ 
で间化»了；-ゲ*ム * 


イクスそれ白化の映ホも 
巧9ずる、とのことど C 


ク♦フェルト•ブ 
で抑かれる* « 
两そドル征さの 
1♦コンビ J — 


ディズニ—プロと， 

一巧、映の『トロン」れに村.： 
巧迁してホのゥ<リァ及は 


いるの因とわれ V ゲ I ム-フロつ 
る巧困で卞らこぅだからを無»でコピ1し 
コピ J の曲 W のないイタを化なしでいたと 
リアはさぞわ LWWS と义のた化を相をど 


及ぶ拆むホな 


セガ化«は> 


をの坂巧みみぶが•个リ 
み巧をれとらの•いく 
n ビ—が a な化されて 


る巧はなま府 


一ぅ ウン ドみ W でクラ ィシ Y ツやデンダル時がや 
マノクスを巧えることじハンドへルドゲ—ムや、 
な-，でいる。その巧 A の义巧贿 TV ゲ I ムウどが 
ーク ウン ドはわ巧六 U 、 用*される A 

第说回ミラノフエアで n ピ IW じ 

証拠な全の仮処分 

セガ社の おえで、 巧国でも訴訟に 

イタリアのミラノで巧ドーゲ|ム«がぶ巧とク 
半拥かれている「ミブノり、これにプリツバ！な 


のみる『トロンといぅ 
巧(マ—ド】をウィリア 
ムズ巧がお»で任つでい 
る-といぅこと♦た C こ 

ち力のはどもぶした々ま 
たモデルレ—シング化な 
巧拉「ドリブリング」の 
はか巧なぶ「ルービング」 
などの TV ゲ I - ^を出な 
した。ルシアノ •ベルト 
リーノ 化などを®じて、 
ホ图アダリ社、エキシデ 


巧じはなんらを洋的ィブ四でらコビ 
卜がない」と巧巧を#化る#約巧みをも两 
させてわり、今巧の AW »巧しでい 
か化目されている。 V ゲ1ム「 

- の*がコビ 

されている。 を化々して 
さて、それでもコビ I リナヤード 
が除は巧なわれねばならロルフレ— 

夕い巧巧じ巧た。ミラノ つて、コビ 
フ、1ク»巧日の前日{の化ホを一かぶとめるよ 
巧ート百)、ついに*求めてをた 
#朽らがを巧じ未て、 n がががはセガれのホがを 
ビ—がを巧えたのでぁる。なめる巧化9みせを下し 
化がもが〇本と巧なるィて、巧团のコビーヤ—た 
タリアでは、巧の分中巧らじ#»ををえている。 
は事かとして巧なぅ巧巧では化巧み at け期明 
ことができる C 今旧の巧ホ、巧ザわじよるな間を 
を、を葫じぶづき巧巧がが m かれることじなつて 
無 wn ピ！なをな巧れかいる。 

とし rf えた b ホで • M この♦ホ€«巧である 
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SUN ELECTRONICS CORPORATION 


S ヴ y* 子な巧含 《 


HIAD 〇巧 tes I03,M は UHOrKO が MO-eHO,((OMAN-em,AICM PS び •, 4 暴ん JAPAN 
PHONI!<0»«7S)S.2301 m£XiJ4$7 ミ • け 7 SUNILC 
TOKYO O け ICI IMPERIAL 004ANOM は U ♦ け , 卜 11 KANMOOAWAMACHP. 

CHIY 々 CMUKU, TOKYO, … 1,JAMN MONb ( かけ夕》 .17)1 


本な愛巧！！な M 巧ち野デ化さがながか5•巧01すレックス wT がな•け？さ W 巨し C 
東ま V 樓巧寮泛僅そが SK 神 B ホ川«3*11インべリアル«ホの氷6け〒け1 fiiOa ) 巧3,1711 


明 

，: >^sahi ミ 


寒罐のみカニスム I 前 3 哲レ £7 梦 口 


ホジパ 


CAH-1 

インコン h □—ルスなと«靖エ賴づ 
ぶ M と « V 巧る巧 0 SI ブ C ■るか&で巧 
の吸納 M ミもつミニ巧ツバー 

< tt か 

■最ホ公納6[: . け〇〇« 

WR 巧貨の4を 1300« 

巧セントサイズメブル 12^巧 

■巧貧化いぶし： I み巧 ( SOHz ). 220 n 

( S 0 K 2). ZBOtt 

■カウントリミット：マイクロスイッチか 
■モーター：を巧•巧 m 巧 Hz I 00 V 90 W 


NEW MODE し 

720 A 


NEW MODE し 

72 な A / ド 37 


^フ7ン巧） 




マルブ〇タクタ 
♦1¢フ7>巧 
Mfff 巧:け•ら ♦ 


巧 H 2 I が IV け 0 W 
S 0 H 2 が V 44 W 
MHz 24 V が W 

—巧聚巧止•量な 

•270片 


コインホッパー CH—500 


< W か 

1ぶまの巧！!と HR で巧りとけ e * か fiTttS 
巧善«ををつインホッパー， 

ミ•コインを魚おする C ■巧«<、を》<?»をな 
薇ちれ、 

3♦ヴイスが » C 巧•で«るく巧 ♦ 〜 》♦) 

4 ♦巧6のクレるじ、ス h ラス K •ベタゾンブ巧 
入つでいるのでブレジ巧し、 • 

化極> 

■ ftXRM 任な；？50 /ダんぶか！ 

■巧貧技ぃおし禮«: I み n 

た U <«0 H か • IMttJU よ 


不良货問題を一挙に解決 

( ホ ASRS 、 SI か貨） « 表のセレブクーとのえ UM ♦にでず 

コインセレクターじよるロケーシ g ン管理ツ 
巧 a イン七レクター 9M/P が 900 ド 37( 卜一少ブイザ—ホ 
10 円用叫〇〇円 ffl 、 13 イン -43 イン巧替义が 9 ンタツチ 
で ♦ ます。 

〇巧 ft の多少にかかわらずご一巧下さればわ这りしょ^ 


SCHt い .【SMU 

—夕 —•SW 


» H 2 fOOV 90 W SOHz MOV lOOW 
ザーマル • 70 ククター巧 
1»«停よ11直3ヴ4>7^>巧 
巧«巧 tta イン«ミ I * 一 »♦ 

々ウント巧*« :ぶ!！スイッタ 


<1^一三 9 C & か女巧しだ f ! じ巧 
l^ZiAs 上たづ ICfl るホ 
ま C •: xr « •ミ， w バ、夕巧つ SC 巧を«し 
化々ろりも Z tew 。 ，巧りで々。るコビ•み 
»巧««さろうし9す ♦ 

SKbSfi る巧 


■ ft 

S > M 切 S を «9 Mr り〇ヴ C 次:ざ、巧ち 
ちな0«93、そのま M じを 
がつ夕、巧な、，巧 C ミ W レで巧々*そ 
巧一 W 、 HCft •るぶ巧な!ミれ、エ靈みつ 
で夕 j さ〇で巧ウタ巧， 

WiCii ヴバ •CAH, I けむ • パ etS-MW 

9 が巧 01&^ り议号、か 1 口 K39e ろむ C A 
M ?々9 C よつ•り* n » 巧 

巧*Iとな«のふれ♦い 


化巧エ巧 


まみ/東巧巧巧 E 甫靑山 2-24 -け*ムタクービル 2F» が(401)かが 
«觀巧/■巧が台東区■>3— 7 — 3甲 110 003(876)3405 
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ニス 山のぽリダーム 

一と討巧/ 隹-巧などの苗香を巧け 

y シュでを《 時两巧に a 巧するゲーム 


紅白ゲーム 

をしいメロディけ • ユニ 
ークなポケットを閒巧/ 

4 ♦ へ 


ノックダウン 

バンナカがデジタルを示 
スポーツタイプの巧が巧 


90み 
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わ网巧ではドリンクサ— 
ビスをま A してわり、と 
くじコ！ t ! の味は W 巧 

の自*のひとつでムる。 

「々ジノ»巧•モンテ 
々ルロ」 U 本巧と«な巧 
巧の 巧，-， 巧んる♦本な 
は中一:巧と«下それぞれ 
五十巧のフロアでのぶ巧 


g 案 


れている • MW のなマ 

々«な巧 A がなされ> 巧ム£卜»わを > 中巧 ■しわ， その地 T — ケード W 本— ジ す—は，ロケブス 
のがを度る A 々のを H をているのは化 W でもるぃ巧わを巧—し巧巧の人た 

美めている。なのけやや 「モン十々ル 0 - のかもをおたとして进巧ょ < 巧—する か、 ずはこ 
巧い巧じだが、 S なな» 


AM は根強 <巧定 


ホ hd ♦•巧とらテ： ソル♦ミいち占ンチ々ル 0 


い，たホをめなもの 


だけとな 一/ている • W 巧 
を*巧ずる ㈱ 明巧レソ* 
!サ|ビスの«乂化»巧 
な K け，《ぶじ巧ぇ巧れ 
シいはどのわけのわかん 
ないアングラつーナ I か 
化 W し、 巧ゲ—ム巧け 
そのが■を火さく夕けて 
いる ♦ を<じ/グルゲー 
ム»と巧 A ゲ — - 5 の巧が 


おで巧 


むか阳卜巧でのぶせで、 
•怖はテ—ブル MTV ゲ 
—ム»め阳いれ、 TV ド 



X 

A 

n 

の 



♦小巧•巧•工場 M 巧も»してわります。 
♦n る ft のみかじかかわらずを田巧しま 


C を tt 


P D ム油巧11 


ム書么11< メ 


I•い化 A 


ノ Ktt 


暴蒙な ■!! で人をミ19つけてい 
巧の gnu 分じて，入〇をかし 


寒11回 
ホの， 

巧西(その 2) 


巧巧巧 


90 A 


ゲ—ム 
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TV ミゲ 
TV ゲ I 厶 


を巧«の巧 A るな«をぶした収なを 
ている•巧 A けることかでをている • 
い访明らしこの TVAXR かな 


で#®中の 


ムをの巧と 


ム—ドが A る。闷巧の法 
なじちたる化な明を ㈱ の 
满口貨貧ぶ技 U 店の W 
满ホとは黨 N の化ながぶ 
を«点じ** C している • 


テ》ブル巧了：>巧 
を巧—した小»巧 


まだ増化して いるか、* 
れらじついてはする 
さて肤巧巧八 
の中でもな化あけじ度* 


大巧な K わいを見せて 
る•それと A んでか U 


ながなを«してしま 


るか冉か乂♦なの 
その巧 W 巧を餐 
使 

ム巧 
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デコ改造 ハーネス セット 

々セットホデータイースト W の K 化（キャビネット）じ、こ 
のハーネスセットを拍なすれば、データイーストおの巧化に 
化社のをおを人れることができます。 

巧:あおおは巧ザで、省ハーネス七ットの4個のコネクター 
をデコのコネクター(こ爱し么めば 0K でナ。 

をコネクダーは、すぺてが衡デみです A しかし、化な塞巧 
にぶしこむ 36P コ本クターのみ、塞巧の巧 fii こあわせておが 
して下さい。I巧を#すれば々旧からは 36P の K 線を巧える 
だけで 0K です。 

データのカセット式(こ巧す;*合は、当ハーネスセットを巧 
りはずせば 0K です。 

スピーカー用 3P、 ビデオ用 6P、 巧巧用 9P、 操作が用 
50P、 巧巧用 44P、 间 44P ぶ巧 （W 上お巧ずみ）、化社ホ巧 
用3目 P、 マザーボード々バー、ホほまけ、 U 上9ホセット。 
を怔1七，ソト10,000円 
振么そ中巧巧5巧巧巧巧支をお巧101985 
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がよ<なつた」め+お、 M ^ KD お卜 tt わム大をなど持がなこ 
なわ闷巧を巧巧と蠢富だ A 闷巧のレイ T ない W リ请な機巧 U 


の十ななとァーヶ*ド 
六卜巧をゲ投 ■され、 
W 、 ず打を凹わず子ど 
ホで«わいか#のよい 
#を««している^ 


ェ窠の巧«品を 
卜中るちで、巧 


ムなを中 


问巧人口にわるネ 
の装なも集を力のひ 


が，照ちがかなウ化い 


L ているた 
と巧われる 
ので巧を度 


を巧侯巧の换栄むのでレ 
ジャ—を巧の中でも低巧 


ム巧は巧田ホ 


みを進呈して 


昨年«まをがを -C 
间巧はめ S 十巧の 


シンをそれぞれつ 


台を巧丑。同巧を a 巧す 
る藝村氏は「をがち待も 


その化ァー 


化をを巧 ■ 
なみじ巧化 


のおなか历と L て 


は百义ビル 
ング場の巧 


>け3の*けたについで 

••ムかの法がぶが t 


ム六十わ、 


I じ M 象と L て 

tt 巧典にも 


のが巧じなるところだ 
「ウメチカ•プレイ 
ンド」は化火な#田ホ 


^巧のロケを«阳 
している々 

「 S 义ゲ I ムコ—ナ J 」 
は冉二十坏とこの巧用で 

は j フロアで S の曰ケ 

である。巧 a 機»もチ！ 
ブル巧了：>ゲーム機六十 
巧を • T ソブライト巧 T 


た T ノゾタィト切じはィ 
スが巧 81 されてわり、巧 
のホ上げは安ぶ L て 
いるといぅ。问店の巧巧 
にちたるかが义のレジヤ 
— wg が度度、ホ W 氏は 
っ*^巧ちょく巧んでもろ 
えるぶうな巧团 iKTo く巧 


化 WW 巧 ft は「当巧はホ 
巧衣の巧をロケテスト 


ホザト H じもめをな巧 
、な色の巧をクリ—ム 
に卞るなどを w にかな 
巧 

旧巧巧はっ巧のを巧るく 
I たた A じ#の*ゲ巧上 


を巧巧内の巧ま貝の巧を巧なをと 
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ム場*夕基《^をホってご《巧'ドさい • 
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ビッグシ g ット2 
の1一り722(« け ■«) 
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大巧巧巧巧区»:夕巧西3 *3 づ6 Telex 

a (06)643- 3857(大代 «) 5267710 VEND JPJ 
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参 ft 力み 

コンチネンタルポーカー 
ザれ，口巧(犬平巧巧） 


ず 4"^ 沪啤すが 


♦ダブルアップダームがでさ 
ルマージャン 

けが ( 日本好 rS) 


返 W 又は 


如さは上 


ホ« 
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メダルゲ 
—ム場の 


運営基準を重視 


巧をに引 tt き> を®の「メ 
ダルゲ—ム A 」 千たちセ+セ 
巧じついて、#を巧がじな M 
別没■台巧を都巧巧な別にま 
とめたのが、左のベ—ジの巧 
でみる。 

巧巧だけでみた巧を、「メ 
グルゲ I ム巧」の多いのは、 

©W 巧、をち @*々 w 、 
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